





    

    早稲田に受かってしまった！


    

    作者：setsuyakuzuki

    


    

    概要：

　３月生まれで体も弱く、医師に「将来、脳に障害が出るかも」と言われたことに奮起た母親が、



健康面・学習面であらゆる試行錯誤を繰り返し、気づけば、障害が出ることもなく、早稲田大学に現役合格してしまった、



苦しくも楽しい子育て奮戦記。

    




    









    悲惨な出産1
    
    
   
    　予定日を過ぎても、一向に出てくる気配のない我が息子。



    それでも一週間後には入院 



    分娩室から聞こえてくる恐ろしいまでの悲鳴に似た



    「痛ーい」「うーっ」「助けて」という声に一晩中 眠れず



    翌日、分娩室に歩いて入ったが寝てるだけ






    つい立てをはさんだ隣で、次々に出産していく・・・



   促進剤を打っても破水しても息子は出てこない・・・






    そのうち、ものスゴイ傷みがお腹と腰と足に



   気づけば、誰よりも大声で



  「痛ーい」「もう耐えられない」「お腹きってくれー

   

」と叫びま くっていた





    長時間で疲れた夫は分娩室外のベンチに行ってしまった




             




    しばらくして入ってきた夫がビックリ



    私がまだうなりながら横になっていたからだ





    何とたった今、助産婦さんに「○○さん！おめでとうございまーす！」と



   　バスタオルにくるまれた女の子を見せられた、と言うのだ






   「なにー　私はまだ産んでないぞー」




   


     「男の子と聞いてたけど・・」と言った夫に



     助産婦さんは自信タップリに「こんなこともあります！」と言ったそうな




    せっかく用意したタオルに他人の子がくるまれてしまった・・・・




      これから出産する方、子供を持とうと思っている方



          「出てくるまでの楽しみに」などと言わず



          ７か月位で判るのですから、とりあえずは、男の子か女の子か



           参考までに診てもらっておくことをお勧めします 





                 夫が疑問を持ってくれたお陰で



                     『赤ちゃん取り違え事件』にならずに済みました(笑）




   


      今でも、赤ちゃん取り違えのドラマなどを観ると、



      この時のことを思い出す私です




      さてこの後、私の出産はますます悲惨なものになっていくのでした・・・













    悲惨な出産2
    


             さんざん苦しんで、結局、お腹を切ることに 







      何年も後で知ったことだが、普通は部分麻酔だから、



      帝王切開でも生まれたての赤ちゃんとご対面出来るらしい



      なのに私は全身麻酔だった　　　　　　　　  ナゼ









         　周りには沢山の黄色い花・花・花・・・・



          その真ん中にある滑り台をもの凄いスピードで落ちていく・・・



         遠くから私の名を呼ぶ声



        　怖くてたまらないけど止まらない



        「わー」



          「このままあの世に逝ってしまうのか」  




                    と思った瞬間目が覚めた   






     とても人気のあった病院でベッドが足りなくなり



    私は手術室隣の３畳ほどの小部屋に。




    窓も無ければナースコールも無い



    渡されたのはオモチャのような鈴



    「ナースを呼びたい時はこの鈴を振って下さい」だって






    聞こえる訳がない






  　麻酔がさめてからの苦しみの中、何回振ったと思ってる




   赤ちゃんの顔もまだ見ていない・・・・泣けてきた　




    それでも２日後に看護士さんが抱えてきた我が子を見た時は



    喜びと同時に母性ともいうべきか



   　何やらえもしれぬ感情が湧いてきたのだ


　　　　　　　　　　　　　　　


    

 こうしていよいよ私のアイデア子育てが始まるのでした





                        


      












    退院して息子の顔を見ながら思ったこと
    
                 

退院して息子の顔を見ながら思ったこと






    生活レベルが急に下がったり、好きな習い事や学校を辞めたり



  しなくてはならないようなことには絶対にならないようにしよう





                          ということでした。






    収入がいい時も悪い時も、景気がいい時も悪い時も



     悲壮感が漂わない（笑）生活をしながら、子供の成長のための環境は



     しっかり整えていく・・・・・・



  setsuyakuzuki（節約好き）の精神は、この時に確立されたのかもしれません。



    





           そして




      自分の経験や様々な教育論の中から、



      自分の納得いくものをチョイスして実践していこう






             と決めました







         特に






               『三つ子の魂 百まで』





         は私の心の中に常にある言葉になりました。　が、



          本来の意味とは少し違う解釈をし、それを信じて子育てをしていきました



    





         私の解釈とは




                子供の意思がしっかりしていない小学校低学年までに



                情緒が安定する子育て　　情操教育　　しつけ　



               脳と体の発達を促す子育て



                をすれば、思春期、反抗期もすんなりゆく





            というもの。



   





           さあ、張り切って子育て開始ー













    情緒が安定する子育て
         



                     情緒が安定する子育て





       

出産してしばらくしてから、こんな話を聞きました




  


             欧米人は、一人でも他国を旅し、すごく気に入ったら



            そこに住みついたり永住するし、親もその気持ちを尊重する。



            が、日本人は団体で行動し、他国に住む決断をする人が少ない。



           それは、幼い頃の親とのスキンシップが足りないからだ。





           というもの。




        これが正しいとは思わないが、一理あると思いました。






          マザコンやファザコンというのは、



          幼い頃、親とのスキンシップや会話などが足りなかったために



          いくつになってもそれを求めてしまうがために起こるのではないかと。




         現に,私は、父親が、触れ合ったこともなければ会話するのも怖い



         頑固で厳しい人だったため、随分長い間、



        父親ほど年の離れた男性に魅かれるところがあった（キャー恥ずかしい）



        親と仲のいい友人が羨ましかったり



       いくつになっても親の愛情を求めている自分を見た時






                 幼い頃には愛情たっぷり



                 その方が、親離れもすんなりゆく






        という持論に達したのです






        だから、




                おんぶは前抱っこ



                出来る限り抱っこし、顔を見て笑ったり話かけたり



                ベビーカーはあまり使わず



           



       スキンシップ は子供が「愛されている」「必要とされている」と感じる



        一番の方法だと思います。





              与えるのは愛情



              何かが欲しくてだだをこねたり



              ただのわがままで泣いてる時は放っときました





         
         

そして、もうひとつ




                 音楽、それもクラシックを聴かせるようにしました





      クラシックは情緒を安定させ、脳にも良い





                  と思ったからです。



          



         



            [image: ]     




                これらは、ほんの、ほんの一部






    ただ、 いろんな会社のCDを買うと、かぶる曲というものが出てきます





     出来るだけかぶる曲の少ない新しいCDを買うため、



     それまでに持っているCDの曲を全て紙に書き出し



     お財布にしのばせ、それを見ながら新しいCDを買い足していきました。





    綺麗な曲なら『αミュージック』や『映画音楽』も買いました。






         これらを、子供が寝る時にかけてあげ、



        「間違いなく眠ったな」 という頃に



        そうっと部屋に入り止めてあげるのです　　





        特に、当時流行っていた『リチャードクレーダーマンのピアノ曲』は



        彼の子守唄のようでした。






       少し大きくなってからは、タイマーをかけて、聴きながら眠る・・



       確かこれは、高校生くらいまで続いたと思います。






   クラシックを聴くことは、情緒安定以外にも役だったと思っていますが、



         それについては折々・・・













    情操教育
    


                            音楽を聴かせる





          これについては前回でも話ましたが、



          クラシックは毎晩寝る時には必ず聴かせました





          昼間はクラシックの他に、英語の歌をよく聴かせました。




             

それは、




             時代のせいにする気はありませんが、



             とにかくネイティブな英語に接する教育を受けず



           『 読めるが話せない』ことに私自身コンプレックスを抱えてきたことと





             「どんな学校に行こうと、どんな仕事に就こうと



            英語は出来て損することは無い」

 



           という確固たる思いがあったためです。








          当時人気があった早見優さんの英会話ビデオも全て揃えました




          『おかあさんと一緒』が始まれば、一緒に体操したり歌ったり



           同じ子供になったつもりで頑張りました



          結構疲れるけれど子供は喜びます。









                        絵に触れる





 


          お絵かきや塗り絵は勿論ですが、



         一流の絵を見せる環境作りをしました




        親から譲り受けた日本画も飾りましたが、



        ジャンルにとらわれず一流の絵を見せたかった・・・



   


        が、高価な絵を買える訳もなく・・・・





              そこで




         ピカソやモネ、ゴッホなど一流の画家の絵ハガキを



         部屋のインテリアとしてアチコチに。





       [image: ]




                   当時住んでいた家。　ソファの側にギャラリー風に貼り、



                   自然に子供の目に触れるようにしました






　　　　　[image: ]     






          リビング壁にも絵を飾ったり、レトロな地図を貼ったり。





    和洋折衷だけど何と無くまとまってるインテリア

   を心がけました








 


                        色んな色を見せる






      　　子供部屋にも気を遣いました



         

ある日、



          勉強机を買いに家具屋さんに行くと、



         色んな国旗がヒモにつながれて飾られていました。




         「これは良い」と思った私は、お店の人に



         「この国旗、譲ってもらえませんか？」と頼んでしまいました




         少ししてから連絡がありタダで頂けることに



        これを子供部屋に。








         小１になって、定年真近のベテラン担任が家庭訪問に来た時、



         息子の部屋を見て、とても褒めてくださいました



         特に「こういう色んな色の入った国旗などを見せることはとてもいい」と。




         「やったー！！」という感じでした。








             毎日使うトイレも楽しくなるように






    [image: ]   




                       夏のイメージで






 


       写真は全て、雑誌に載ったものを写したので見辛いかもしれません。



          お許し下さい。



         子供のためにと頑張ったインテリアが結構雑誌で取り上げられたのでした。

       今では良い思い出です



         













    本を読む
    



                                    本を読む







        とにかく沢山の本を読んであげました




       が、まったくおもしろそうでない




       朗読には多少の自信があった私もめげるくらい



      「この子は、物語の中に入っていけないのだろうか？」と



      真剣に悩んだものです　






      が、母はめげてはいけません





      手当たり次第に読んでいくうちに、本人お気に入りのものに出会います



                      [image: ]




                               『かめのコロくん』





             彼が唯一気に入り、楽しそうに聞いた本。



              そのうち暗記して空で言えるように。




   


     親としては、もっと色んな本に親しんで欲しかったけれど、



    「これでよし」としました。





            大切なのはあきらめないこと





      その後、彼は体の仕組みや科学ものの本が好きだと



       判ったのですから。






        漫画も規制せずどんどん読ませました






       「漫画から学ぶものもある」と思ったから。






 


      むしろ、  「マンガ好きを利用してやろう」と思い




      歴史物の漫画を全巻揃えました。








                                         もくろみ成功　







        何度も何度も読んでくれました。








 


    　 更に、当時NEKの大河ドラマで、



     　　タイトルは忘れましたが、



          『豊臣　秀吉』を竹中直人さんが熱演






  　     親子３人で、時には笑いながら、毎週観ることで



         彼はますます歴史が好きになっていきました　　








       実は・・・・・私は歴史が大っ嫌い



         学生時代、大の苦手だったのです　




       それでも、そんな顔はつゆ程も見せず（笑）



       一緒に観たのでした　







           　母親は、時には女優になるべし！






    


          かも知れません



















    しつけ
    


          しつけに関して、私がとった方法は




       『鉄は熱いうちに打て』作戦




      叱る時は、それが外で、他人の目があっても



     その時、その場で厳しく、叱りました



     人目を気にして家に帰ってから叱っても、



     その時には、子供は何のことやらサッパリで、



    「親に突然怒られた」という嫌な思いが残るだけです。





      そして、子供の頭の上からでなく、


       必ずしゃがんで、目線を子供と同じ所に置いて
　    真剣に　　　　　です







       



       




                   『母親は時として女優』作戦



      危険な物（ストーブやガス、ポット等など）に近づかないようにしつける時には




      わざと、ストーブに指を突っ込んだように見せ



      「アチチチ」とのたうち回って見せました



      子供はビックリ(＠_＠;)して見ていましたが、



       この演技で絶対に危険な物に近づかなくなりました





      一回の演技で効き目バッチリ




      子供も何度も注意されずに済むし



       結局は事故から子供を守ることになるのです





              しかし、あの時の自分を思いだすと、



             名演技というよりは・・・・・滑稽でした











                  『心を鬼にする』作戦








           これは『作戦』というには辛いものです





                  小学生になってスグ



           「彼の忘れ物が非常に多い」ことに気づきました





       とにかく、毎日のように何かしら学校に置き忘れてくるのです



       「今のうちに直さなければ、大人になって困るのは



     彼自身なんだ」と



       心を鬼にして、学校に取りに戻らせました。




       「ヤダー」と泣き叫んでも、ドアをロックして



       取ってくるまで家には入れませんでした




       しばらくマンションの階段の踊り場で泣き叫んでいることも



       何度もありましたし、ご近所の目も気になったのは事実です。



       が、貫くしかありませんでした。




         そのうち、忘れ物も減り、



         のちに、電車とスクールバスで私立中学に行くことになるのですが、

        忘れ物は一度もナシ





      「忘れグセが直ってなかったら、取りに行くの遠くて大変だったな」



      と言われた時には、少し救われた思いがしました




       


         私の育て方の責任でもあった、子供の忘れグセ




        今思い出しても、子供には酷なしつけだったかもしれませんが、



   


      


             毎日、きちんと準備し、傘ひとつ忘れずに会社に行く



               一人暮らしの彼を見ると、




      「可哀想だったな」という思いも残っていますが、



    「あれで良かったんだ」と思っています。



 



             時には心の中で泣きながら



               しつけなくてはいけない時があります












    脳と体の発達を促す子育て1
     

         私が、一番力を入れたのが、

　　この『脳と体の発達を促す子育て』




 


     やってきたアイデアと工夫をご紹介していく前に、



      なぜ、こんなに一生懸命になれたのかを書かねばなりません







      息子はミルクをよく吐きました。



     少し大きくなってからも、食が細く



     何とか食べさせようと、ありとあらゆる努力をしましたが、



     吐きそうになったり吐いたり。



     布製のソファは買い替えるハメになる程




    熱もよく出すし、ひきつけも何度か



    『熱性ひきつけ』はさほど問題ないようなのですが、



    一度、あまり熱も無いのに、ひきつけたことがあり、



    「脳波の検査をするように」と病院を紹介されました





    今はどうかわかりませんが、



    当時は、子供に『睡眠薬』を飲ませたらベッドに寝かせ



    眠るのを待って検査したのです。



    なかなか睡眠薬が効かず、ず～っと天井を見ている息子



    その部屋の外で眠るのを待つ、技師と私。







 


                そして、  検査結果を見ながら




  　『名医』とやらが言ったのです




   「将来、脳に障害が出るかもしれないから、



      定期的に脳波の検査をしていくように」 と。




    目の前が真っ暗      　頭は真っ白





    涙をこらえながら息子の手を引いて駅へ・・・・・







                でも、駅に着いた時には



                         「この子に障害なんか起こさせない



                            脳波の検査も、もうしない」




                 と決意していました





     そして、



      グラグラと煮えたぎる闘志のようなものが



    湧いてきて・・・・・ 








                 結局、何事も無くスクスク育っていくのですが、






    それをキッカケに



       小さい頃からず～っと学校の先生になりたかった私のどこかに



       スイッチが入ってしまった      







             そして、こんな物を作ってみたのです







                                        漢字カード





                  [image: ]　　　　　　　　　　　　[image: ]


　             　[image: ]　　　　　　　　　　　　[image: ]


　             　[image: ]　　　　　　　　　　　　[image: ]     




     



     まず、漢字を見せたら、裏の絵を見せ、声を出して読ませていきました。



    お遊び感覚でドンドン覚えていきました



    絵も見ることで楽しく、記憶も速まった気がします



     ただ・・・絵心ない私には７６枚作るのがやっとでした





        こうして、なんだか楽しくなってしまった私の



         アイデアと工夫が加速していくのでした・・・・・・・  












    脳と体の発達を促す子育て2
      


      　そして、





        脳の発達を促すために私が気をつけたことは





                         かたよらないこと







       様々なことを体験させながら、それを観察することで、



       我が子が先天的に持っている才能を見つけることが出来る 



       それは、今後、万が一障害が起きても、役に立つ





          


               と思ったからです。





                 そのため、色んなことをさせてみました





     　そして、子供が気に入り夢中になっている時には



    　 「割り込んだり、他のことをさせようとしない」

     ようにしました。







      それが親の都合や感情によるものなら尚更です






            息子は私のお腹に居る時から大人しい子でした。




          律儀なまでに　毎日公園に連れて行ったけれど、



            他の子と元気よく遊ぶどころか



            ケンカひとつ出来ず、オモチャを取られても取り返すことも出来ない



            泣いてばかりの子。




            イライラして、私が代わりにオモチャを取り返したことも




                　　（なんと大人げない母親でしょう！(笑））




　　　だから、「いい加減、外に出て遊べ」と



    　  無理矢理外に出そうと思った時もあったけれど

        家で何かに集中している時は



      グッとこらえて  飽きるまでやらせておきました。





      　　集中力がつくと思ったからです。







    何が面白いのか、『ミニカー』をただ動かしたりぶつけたり。




   『 ロボット』が好きになると、ぶつけ合ったり,分解したり、組み立てたり。




    『ブロック』をず～っと組み立てていたり。


  


         ブロックは多少高くてもLEGOが創造力をかきたててくれる、と思います









    


               「これはどうだろう」とさせてみた『迷路』





                   [image: ]






       恐ろしい程ハマッてしまい



        ず～っと座ってやっている



       最初はゆっくりでしたが、内容が難しくなっているにも関わらず



        どんどんスピードアップしていって・・・



        何冊やったでしょうか・・・ １０冊くらいはやったと思います。



        町の本屋さんにある『迷路』はすべてやり尽くし



       新宿の紀伊国屋書店まで探しに行ったほどでした




    この『迷路』では「集中力だけでなく勘も身についたのでは」と思って



   います。






 


          更には




    『 英語版クイズコンピューター』





        パソコンの無い頃。



        カードを差し込むと、英語の音声で出題され、



        答えと思うボタンを押すと「You are right」「You　are wrong」なんて言うもの



      これもよくやりました




   


     『リンガフォン』のカセットとテキストで一緒に英語をやったり、



     『オセロ、トランプ、すごろく等』様々なゲームをやったり。








               『 塗り絵』    これは・・・





           



                 この通り


[image: ]




                        ヒドイものでした(笑）










         『キーボードなどの楽器』にも全く無関心



           遊びに来たお友達の方が弾いてました






        大人しい子ではあったけれど、体の発達のためにも



       アレコレやってみる私でした・・・・
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         息子が生まれた時に、親として決意したことについては



          もうひとつあります    それは、






        「この子は、左利きにしよう」






             ということ。







             レオナルド・ダ・ヴィンチ、ピカソ、ミケランジェロ



           モーツァルト、ベートーベン、バッハ




      は勿論、私が、それまでに出会った左利きの人は



     頭が良くて、個性的だったからです。




        「多少、運動オンチでも、左利きは重宝がられるかも」



         なんて思いもありました





             そんな私の企みを知ってか知らでか、



    　      赤ちゃんの時から左手を差し出す息子。



          　 お陰で、ごく自然に左利きに






      さて、大人しい息子のために購入したのが




                          家庭用のブランコ




     「鉄棒としても使える」という物



     ベランダに置きました。



    「万が一、ベランダから落ちたら・・・」という思いもありましたが、



     そんなことも言ってられません！



     気をつけて見てるのは大変でしたが



     よく使ってくれました







      冷蔵庫だったかテレビだったか・・



       とにかく、大きな電化製品を買った時、



       その大きなダンボール箱をもらって作ったのが




  　　　　 　　　　　　　　小さなお家




       屋根を付け、ドアと窓も作り



       とても気に入ってくれ、出たり入ったりしてよく遊んでいました


  


  


      アンパンマンのヘルメットをかぶり、マントをつけて



         「アンパーンチ！！！」



      とやり出した時には、サンドバッグまがいの物を作りました



     途中で断念したパッチワークの布で袋を作り、



      綿をギュウギュウに詰めて吊るしたのです。





                           [image: ]  
    



      実は、このソファの横の鴨居に、そのサンドバッグまがいが



      ぶら下がっておりました




      何度も「アンパーンチ！！！」をして、ボロボロになり、



      縫い直したほど。



      ヘルメットを脱げば、髪は汗でビショビショでしたが、



      作ってあげて良かった、と思っています。







        


        学生時代、ソフトボール部だった私にとって



        キャッチボールはお手のもの



        右グローブとバットを買ってあげ、相手をしました








       サッカーに興味を持ち出した時には、



      「蹴りたい時にはいつでも蹴れるようにしてあげたい」



      と思い付いたのが



                  ビーチボール





      集合住宅では、音（特に夜）には気をつけねばなりません。



  　   が、ビーチボールなら迷惑になりません。




       一応、ご近所にお伺いをたてましたが、



      「全く聞こえない」と言われたので、



      これはお勧めです（ただし、足の音も聞こえにくい部屋ですることです）







          「男がカナヅチでは」とやらせたスイミング



           見事に毎回泣き続け・・・・



           家を出る前から泣く始末。





           時には、引っ張り、時には物でつって連れて行くこと２年



          泣かない時は無く、みんなが６級になっても１３級のまま
     




          コーチにも「こんな子は初めて」と嫌がられ



         それでも「大人になったら、きっと泳げて良かったと思ってくれる」と



         信じてやまなかったのです。





  



   今では



        「あなたは背泳ぎしか出来ないんだから
        

溺れてる人を見たら、カッコつけて飛びこまないで、
       助けを求めるんだよ」




     なんて笑って言えるのに、あの頃は必死で連れて行った・・・




        馬鹿な母親でした




       後悔のひとつ、懺悔のひとつです





        　　「可哀想なことをした」とずっと気になっていましたが、



           「さすがにカナヅチだったら恥ずかしかったな」



            「少しでも泳げて良かったよ」




     　と言われた時には、少し気が楽になりましたが、



   　　苦い思い出です













    お金の教育
     

       息子が生まれた頃は、まさにファミコン時代



         ご多聞に漏れず、我が子も夢中になりました。



         特に、マリオにどっぷりはまってしまいました。　





      ある日、二人でオモチャ屋さんに行った時のこと。






              ファミコンソフトの前で欲しそうにしている息子



              彼の財布の中には、お年玉かで貰った一万円札が一枚と小銭。




                     「チャンス」と思った私。





          「欲しいのなら買ったら？」と言うと、



            何本か手にして迷っている



         「全部買えるじゃない。だって一万円もあるんだもん」と言いま



         した




                    まんまと罠に掛かった彼!!





                  ３本買ってしまった・・・








                     財布の中は小銭だけに・・・






                               それを見た彼の顔   







                               目がテン



                                         自失呆然






                          とは、あの顔を言うのでしょう。






    　　　「○○君、お金って沢山あっても、アッと言う間に無くなるねぇ」



  　　　と言うと、半べそをかきながら、コクンとうなずきました。







                   「お金のお勉強代に一万円は高くない」





     　　　 と思った私の賭けは大成功






     　　　　     それからです



     　　　  　  息子は、よく考え、慎重にお金を使うようになり、



     　　　　    おこずかいもほとんどを預金するようになりました








   


  　  ただ・・・・・「ケチ」になってもらっては困るので




       「それは、本当に必要だし長く使う物だから



         多少高くてもいい物を買った方がいいよ」といった



       アドバイスも時々しましたが。



    




  　　  口でしつこく説教するより



   　　　 体験して悟らせる方がいいこともあるような気がします。



   




     つまり、



               早い時期の「ショック療法」




      とでも言いましょうか




 


          今では、私がお金を借りたい程のしっかり者です













    価値観の教育
     


           自分の子でも、人格は別。




      だから、親の考え方を押しつけるのは良くありません



     が、どんな親にも「これだけは教えたい」という



     『 価値観』というものがあると思います。






    
  私の場合、




       「人間が作った形ある物に執着し過ぎてはいけない」




        ということだけは伝えたい、という思いがありました。





             物に価値を見出そうとすると、



                それに大金をつぎ込んだり



                振り回され、自分を見失うことにもなる。





           と思っているからです。






         息子が小学校に入って間もない頃だったでしょうか



          お皿を落として割ってしまいました



         「ごめんなさい」と言った後、その皿をじっと見つめ立ちつくしていました。




                またまた「チャーンス」と思った私。




        「大丈夫？」「ケガしなかった？」と聞いた後、



        「 いいんだよ。」



        「大人になったら、何百万もする壺やお皿を買う人になっちゃダメだよ。



         こんな風に、落ちたら割れちゃうんだからね。」と言うと、



        叱られると思っていたからか、



       明るく嬉しそうに「うん」と返事しました。





       最悪、悪徳商法に引っかかって、



      訳も分からない物に大金をつぎ込む人間になって欲しくない



              つまりは、



      お守りや、ご利益があるという物、占い等に頼って



     それよりも大切な努力を怠る人間になって欲しくない



      と思ったのです。



     物や人に頼り信じて、失敗した時



     それに責任転嫁する『逃げる人間』になる



     とも思いました。






           自信が無くて、見送り三振するより



               一生懸命頑張って



               悔いなき空振り三振をするような



              すがすがしい男になって欲しかった。






    今でも、あの時の私の言葉を



     理解出来ていたのかどうかは分かりませんが




          その後、私たち親子は、



          学問の神様なる神社に参ることも



         お守りを持つことも、



          『ウカ～ル』とか『かなえるコーン』とか『キット勝つと！』とかを



           食べることもなく受験に臨むのでした・・・・






       













    大きな勘違い
          



          よく耳にするのが





                 『男の子は、母親に似る』





           というもの。






      げっ　　　何だか気落ちするこの言葉



        でも、めげてなんかいられない





        そこで、私はこんな計算式を出しました 





         私似なら、偏差値４０くらいにはなれる脳ミソは持ってるハズ



        夫のＤＮＡも継いでるんだから、それにプラス１０



         更に、人の何倍も努力してプラス１０



                              つまり



                ４０＋１０＋１０＝６０





      「 これで偏差値６０以上になるのも夢でない！！」



         というもの。 






 


          なんという馬鹿げた計算式でしょうか



          それでも私は、私のこの計算式を信じてしまった・・・・



  　　   いわゆる『自己催眠』であります




        この計算式を信じて頑張れば



       万が一、脳に障害が出ても、普通校に通えるのではないか、とも



        思いました。





                     先日、テレビで



                    陸上競技選手の為末大さんが言っていました。




          「大きな勘違いをして、



             それに向かって頑張ることが大事だ



              そうすれば、それが現実になる」と。




      私の計算式もその『大きな勘違い』だったにちがいありません。



    


     でも、これが『大きなパワー』になりました




      


      今、子育て中のお父さん、あ母さんには、



     この『大きな勘違い』をしてもらい、



      色んなチャレンジをさせてあげて欲しいと思います





           












    幼児期～算数について1
     

       この時期は、色々な事に触れる環境作りと



          様々な経験をさせると良い、と思います



                     そして



        親は、子供が生まれながらに持っている才能を見つけるべく



        ひそかに、そしてシッカリ、観察するといいでしょう





         「息子にはまだ早いかな？」と思いながら教えた足し算と引き算



          スグに理解したのには驚きました






              普段の様子にも、興味深いことがありました。



                                              



      自販機の前で必ず立ち止まる



                     ジュースが欲しいのでなく、金額の書かれたボタンを押したい



                     のだと分かりました




         駅の切符売り場に駆け寄る



                     やはり数字の書かれたボタンを押したいのでした




          突然、道で立ち止まる



                     道路に書かれた、制限速度の数字を見ていたのです




          問題内容が理解できないクイズ番組を真剣に観ている



                     回答者が答える度に変わっていく得点を見ていたのです




         これらのことと、



       英語も、１から１００までの数を真剣に聞き



       ２回で完璧に覚えてしまったことから、



    「この子には、どんどん算数を教えてもいいかも」



       と判断しました。

　                          　　[image: ]　　　　　　　　　


                



     使ったのは『公文』や『学研』の問題集など



     「公文や学研のお教室にわざわざ通う必要はない」



    と思っていたからです。




         


                    　その理由は・・・・


        


    



       私のような英文科卒の文系人間が、算数と国語を教えるというのは・・・   


   

  きまった範囲の問題をしつこく問かせることで、



        その時の学校のテストは高得点を取れるかもしれないが、



        本当に算数の実力がつくことにはならないのでは


  



                と。(あくまでも、私の意見です）



     そんな訳で 、家でやることにしました。




           相当好きなのか、どんどん解いていき、



           幼稚園のうちに、小学２年の範囲まで解けるようになりました。





          それで、




       「これを彼の得意科目にしてあげよう」



           と思ったのです





                  得意科目が一つでもあると、



                  本人の自信になり、学校嫌いにもならない




             と思ったからです。






                  そして、次に私がしたことは・・・・
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       続きを書く前に・・・




          どんなことをやらせる時にも、  私が忘れずにしていたこと。



                         それは


 



                  何かが出来た時には褒めてあげた、ということ。




                         それも、



       「すごーい」



       「よく出来たねー」




       とオーバーに「これでもか-」とばかりに褒めちぎる






   
           つまり




             『母親は時には女優』作戦です。






        特に、単純な男子には、



        この作戦はとても効果的です



       「おーい！　てっぺんまで行っちゃうのかーい？」という程



        どんどん木を登っていきます



                    （これを読んでいる男性の方々、ごめんなさい）



    

   さて、私が、息子の算数力を伸ばすべく選んだのは・・・




                             　塾　　　　　　　です




      　　「塾が素晴らしく良い」とは思っていません。　ただ




        その教科専門の先生が教える



        計算問題から応用問題まで幅広く学ぶ



         解らないことは、その場で聞ける



         定期的に試験もあり、かなりの数の中での自分の順位を知ることで、



              競争心も湧き『井の中の蛙』にならない




      といったことが理由でした。



    



           そろばんは、計算は早くなるかもしれないが、



           　 応用力がつくとは思えない。



          通信教育は、



      　　　本人がザボらず集中してやることと、



           親の上手な指導力と環境作りがないと実力はつかない。





   　　   と思ったからです。






          ところが、


　　 あくまでも「本人の好きなものを伸ばしてあげたい」



      という私の気持ちとはウラハラに、



      算数だけをとらせてくれる塾がなかなか見つからない



     「国語も一緒に」と言われてしまう・・・




      そんな中、ある塾長さんが無理を聞いてくださった・・・




     　　　この塾長さんが、実は、息子の算数担当



     　　　息子は毎回楽しみに張り切って通うことになるのですが、

　　　　　　更に



    この先生との出会いが、



    息子にとって『とってもラッキーな出会い』



となるのです。なぜなら・・・・
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         この先生との相性がとても良かったらしく、



     　　 息子が、算数を習いに塾に向かう時の姿は、



     　　 プールに行く時のあの姿とは



     　           月とすっぽん




                                                     




   


      通い始めて一ヶ月程たった時でしょうか?




     先生に言われたのです



      「一学年上のクラスに入ったらどうでしょう？」と。





     私はスグ様「お願いします」と答えていました。





    この先生の特別なはからいが無かったら・・・・



    息子は算数の面白さを知る前に飽きていたかもしれません。






         人生においては、




             人や物との出会いもとても大切なのだなあ、と思っています。




   


       ただ、ここで私は息子にあることを課しました




             それは



        「学校のテストは１００点を取る」ということ。




               理由は



     学校での算数は、彼にとっては解りきった内容。



        そのために、授業態度が悪くなる、という



       嫌なヤツになって欲しくなかったから。



 


     自信過剰のあまりうっかりミスをする子になって欲しくなかったから。




                         です。






       結局、６年間、ほとんど１００点しか取らなかったのですが、



       私は、それよりも、



    　先生に頼まれて、理解出来ない子たちに教えて回っている



      と聞いた時の方が、何倍も嬉しかったのを覚えています。






      こうして、学校の算数は勿論、



      塾でも、一学年上のクラスでメキメキと実力をつけていくのでした







            しかし




       この塾の先生が転任することになり



      別の若い先生に学ぶことになるのですが



      このことで、大変な試練が私に降りかかることになるのです・・・
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      塾の先生が変わってしばらくしてから、



       全塾生対象のテストがありました




     毎回、一学年上の内容でも上位に入っていた息子の順位が



    ガクンと下がってしまいました。




      正直、驚きましたが、叱ったり、「どしたの？」などとは言いませんでした。



      心のどこかで、息子の算数力を信じていたのかもしれません




         それで、答案用紙をよ～うく見てみました。




             すると

    「答えが合っている」　「採点ミスだ」と思い、



         スグ、塾に電話






            ところが、     その新しい先生が言うのです




   「答えは合っているし、息子さんのような考え方もあるのですが、



    今回、塾で教えた解き方ではなかったのでにしました」と。




   「えっ　　では、もし中学受験で同じような問題が出たら、



    息子の解き方ではになるんですか」　と聞くと、




  「・・・・いいえ。です。」





  「な～に～～」



   「あんたの塾がどんだけ偉いんじゃー」



   「息子は心痛めて泣いてるんだぞー」



   「謝れー」




                と言いたいのをグッとこらえ・・・・・





 息子には、



     「○○君は、間違ってないんだから、全く気にする必要ないんだよ」



     と、一生懸命フォロー





        はてさて、今後どうしたら良いものか・・・・



         悩んだ末、塾を変えることにしました



         先生とケンカした訳ではないけれど、



         ギクシャクしたまま続けるのは、息子も嫌だろうと。





    それにしても・・・・



           点数だけを見て判断しなくて良かった



   


   


     学校も塾も他のお教室も、



        それに完全に頼ったり信じたりするのでなく、



         親も一緒に学ぶつもりで、しっかり内容を見てあげることが



         大切だと思います。





    この後、新しい塾に元気良く通い



    日曜日は『四谷大塚』の試験を受けに行くことになるのです。




    


   この出来事で、私には、息子が『違った解き方』を出来たことが



   大変嬉しく



   「このまま、柔軟な脳ミソで育っていって欲しい」



   と思うと同時に



   「その為に何か良い方法はないか」





   と思いました。





   そんな私の願いが通じたのか、



   ひょんなことから、素晴らしいものに出会うのです
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      その 『素晴らしいものとの出会い』について書く前に・・・・・




                     息子はファミコンが大好きでした。

　　　[image: ]　　　　[image: ]


  



   　 お勉強が楽しくなるよう絵を描いて（写真左）、机前に貼ってあげたり



   　手作りのジグソーパズル（写真右）を作ってあげたりする程、



    マリオ好き





      ただ・・・・やっている時間が長い



     これには頭を悩まされました



     約束の時間を超えることが何度も続いたので・・・



    「やはり厳しくいかねば」と



     ファミコンソフトを全て捨てました（ホントは嘘ですが）






     どこを探しても無いことに大泣きの息子



     それからは、時間がきたらピタッと止めるようになりました。



   やはり、ダラダラ優しく叱るよりは、一度のガツンが効きます






        さて、『素晴らしいものとの出会い』は、そんな息子にも一役買って



      くれました







      　　　それは・・・将棋です





    　当時、羽生　善治さんの出現で、将棋ブームとなっていました。




     「将棋は脳にもとても良い」と聞いていた私は



     「これだ！！」と直感しました





     ところが・・・将棋を全く知らない私



    当然、将棋盤なども無く



    　何気に相談した夫が、将棋はそこそこの腕だと言う・・（知らなかった）



    そこで、オモチャのような小さなマグネット盤を買い、



    夫に教えてあげるよう頼みました





                      これが大当たり





         息子はドップリと将棋にはまりました




    


     　　　1   将棋は、頭にいい。



    　　　 　2   礼儀が身に就く。



     　　　3   ファミコンの時間が減る。



    　　　 　4   集中力がつく。






                  『一石二鳥』どころか



                『一石四鳥』ではないか





     


      思い立ったら即実行の私




    すぐに、千駄ヶ谷の『日本将棋連盟』に電話しました。



    良い先生を紹介して欲しかったからです。




    我が家から通える範囲に住む先生を



    何人か紹介してもらえました。



   その中から、「なんとなく」選んだ先生の所に連れていくと、



   「筋がいい」ということで、教えて頂けることになりました






                  この先生との出会いが、息子にとって



  


                  『第２のラッキーな出会い』




    となり、予想以上の収穫を得ることになるのです・・・・
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    「 算数力アップのためにも」と始めた将棋の先生は



   　 息子にとってはおじいちゃんくらいの人でしたが、



   　 とても優しく、息子も大好きになりました




    　
     メキメキと上達していき（プールとはえらい違い）



        家や電車の中でも『詰め将棋』の本を見るように。



        左手で駒をパチンと叩く姿もなかなか堂に入り



        ストレス解消にもなったし、


　          算数力アップにも、とても効果があった




         と私は思っています。







                 が、何よりの収穫は、



     彼の弱点を発見し克服できたことでした







       将棋大会に出る度に気づいたのが




                 彼が気弱で実力を発揮出来ない



        ということ。





    小さい頃は、医師に『ぜんそく予備軍』とも言われた



    喉の弱い子ではありましたが、



   対局が始まるやいなや小さな咳をする・・・



   情勢が悪くなると、ますます咳は増え・・・・



    半分泣きそうになり・・・・・・・・・・・・・負けてしまう



  




     作ってあげたお弁当もほとんど食べず、



     小さい頃のように吐きそうになったり



     緊張し、実力発揮できない息子の精神力の弱さ



     を目の当たりにして、



     私はカリカリ  イライラ   カリカリ　イライラ・・・





      会場の隅に引っ張って行き「しっかりしなさい」

　   と叱ってしまうこともありました。





       それでも、将棋は好きだったのでしょう。

        一度も「辞めたい」とは言いませんでした


                                                          






       いつしか、大会で咳をすることも無くなり、



      お昼もしっかり食べ、

   　最後まで平常心で対局できるようになりました





           そして



     何度か大会で優勝し



     新聞に名前が載るまでになったのです





         高１では、日本将棋連盟参段となりました





           何よりも、彼は将棋によって




                 緊張せず、動揺せず、実力発揮できる



                 強い精神力を手に入れることが出来たのです







   彼にとって将棋は



       『一石四鳥』　　でなく




       『一石五鳥』でした







      この後の受験は勿論、



      数々の資格試験でも、



      実力発揮どころか、実力以上の結果を出す




      『本番に強い男』　『ミラクルな男』となるのでした





         とにかく、将棋は本当にお勧めです。




           日本将棋連盟に行くと、女の子も沢山いて驚いたことを覚えています。





           男女関係なく対局し、相手が年下であっても



         潔く「参りました」  「負けました」  という将棋は



         『本当の強さ』というものも



          教えてくれる気がします。




                        ただし 




      「将棋をさせてみたい」と思ったら



     必ず、きちんとした先生に習わせることです。




         私は、先生に



        「お母さんは絶対に息子さんとやらないで下さい」



        「彼の筋が悪くなります」



        と言われました




          お遊びでやる将棋は、脳にあまり良い影響を与えない

       気もします。


　       何十手、何百手先まで読める脳にするには



          正しい基礎あって、だと思います。





         　「向き」「不向き」がありますが、



                試しに駒のルールだけでも教えてみては
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           頭悩ませたのが、息子の国語




                       一番の苦手科目




        私が読む本に、ほとんど興味を示さなかった幼い頃を思い出すと



       「やっぱり」という気がした




       以前、紹介しましたが、「国語が好きになるように」と漢字カード


                                         



      まで作ったのに・・・・






        漢字を読むこともニガ手




                 夫は「将来、笑い話になるからメモしといたら？」



               とのん気なことを言っている・・・




     一生懸命教えるが、適当～に音読みと訓読みをゴッチャにするので、



     夫の言うように思わずメモしたくらいだ。








              今では、それは『語録』


                                                


                                              息子の名




                   として、息子をからかう材料になっているが






             一部を紹介すると




          古米 を 「ふるまい」



           頭がいこつ を 「とうがいこつ」



          意味深 を 「いみぶか」



           石材 を 「いしざい」



           大火事 を 「だいかじ」



           間柄 を 「まがら」



           熟考 を 「じゅこう」



          生花 を 「まいか」（ナゼ？？）



           火砕流 を 「かだくりゅう」（ナゼ？？）




      といった具合





       極めつけは、病院へ行った時のことだ




           ずっと読んで下さっている方はおわかりだろうが、



           息子は小さい頃から体が弱く、



           その日も、咳が多くなったことから



           かかりつけの病院へ行くことになった。



           何度も何度もお世話になっている病院




      その『■■小児科』という看板が見えてくると



      夫が息子に聞いた。



      「君、何て書いてある」と。




     さすがに何度も来ているから、病院の名前は読めるらしい。




       「えっと・・・・■■・・・・・・こじか！」



 




        「な～に～～？？」



        「どこに子鹿がおるんじゃ～！！？？」





        ショックのあまりうなだれる私をよそに、



        夫は「本当に事故る！！」と思うほど、



        ハンドルを持つ手も体も、大きく揺らしながら



        大笑いして止まらない





           母国語があまり出来ないと、



           文章問題の内容が理解できない


   


           つまりは、



           算数、数学の力も落ちてしまうのだ




   


        さあ、困った




       『 国語の力をつける』って・・・・



        どうしたらいいの？？





             そして、私のしたことは・・・・
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     実際、息子が算数好きと判ってから、



      「国語が苦手になるのでは？」という予感はあった。





      だから、「国語が出来るようになるには、どうしたらいいか？」



      と、従姉に尋ねた。



      従姉は、国語の先生  




              彼女は言った。



       「いろんな経験をすることだ」と。






       「なるほど！！　経験で感情豊かになるのか！」




       単純な私は、即アクション





      知ってる子が一人もいない２泊３日のキャンプにも参加させたし、



     「スイミングが駄目なら、武道はどうだ！！？」と



     合気道もさせた（プールよりは楽しいらしく３年続いた）

    将棋に英会話スクール、書道教室・・・・と



     色んな人に触れ、色んな経験が出来るよう頑張った




      が、国語力アップにはつながらない





     「仕方ない・・・・　　家庭教師だ！！」





    　　　　　本当は、イヤだった



     　　　　  私自身が、学生時代に家庭教師をしたことがあり、



    　　　   家庭教師で実力をつけることの難しさを



    　　　   知っていたからだ。





               だが、背に腹は代えられぬ



           藁をもつかむ思いと言えばよいか






            さっそく電話




    「●●大学の学生がほとんど」　と聞いていたので



  　 期待して待っていたら、



   　やって来たのは◆◆大学の女子大生　　　




     「なんで？」　





    　　　夫は



     「その大学の学生なら、お前が教えた方がいいんじゃないか？」



  　　 と言う。





    　学歴で判断する訳ではないが、



              「話しが違う！」



  　  と思った。





   


    しかし、



       私は、その子に家庭教師をお願いすることにした



   


        なぜなら・・・・・とっても可愛い子



        息子が、この『綺麗なお姉さん』を好きになって



         国語の勉強に力が入ってくれたら・・・・



   


    「ふふふふ・・・・おぬしもワルよのう」の悪代官ばりの



    あさましい母の企み




    教え方は「？」だったけど、目をつむること数か月。






                              見事に失敗



     息子はこの頃から『草食系』だったのだ




  


     　　　   次にやってみたのは・・・




                       塾の個人レッスン



  


       先生は・・・・・・・・若い！　というか



        明らかに、バイトの現役大学生



               ガーン！！






                            「はあ～　　　また失敗か・・・」








    


      ところが



             この学生の教え方がとても解りやすいらしく、



          少しばかり息子の国語力がアップしたのだ





       やってみないと分からないものだ




               思わぬ成功に嬉しくはあったが・・・・




      不思議に、私の気持ちが変わってきた



      「国語で高得点をとれなくても良いのではないか」と。






    　そもそも、国語の問題を作っているのは、



    　筆者自身ではないのだ



   　　勝手に、どこぞの他人が問題と答えを作っているのだ



   　 その答えが、本当に筆者本人の思いかどうかも



   　　分からない。




  　　 時には、私自身も答えに納得がいかず、



   　「本当に本人に聞いたのかー？」と言いたくなる



 　　 答えもある。




      　　そして



  


  国語の読解に時間をかけるなら、



 　　 英語の読解に時間をかける方が



  　将来的にも、要領の良い勉強法となるのではないか？




      という結論達にしたのだ





      もともと英語には力を入れてきた



              「よし！！　　頑張ろう！」と



         ますます英語教育にはまっていくのでした・・・
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       すでに独身の頃から





           「将来、自分の子は、英語の出来る子にしよう」





            と思っていた。







         なぜなら




        コンプレックスがあったから




                  恥ずかしながら、英文科に進んだものの、



                  英会話がニガ手



                  話すこともさることながら、



                　聞きとりが出来ない




                 責任転嫁するつもりはないが、



               　「発音や会話より読解」という教育を受けた。



               　本が読めても、会話が出来なければ



               　外国人とコミュニケーションがとれないのだ





      　頭の良し悪し、本人の好き嫌いに関係なく、



     　    環境次第で、ある程度まで話せるようになるから


 


           息子には、どんな学校に行こうが



                   どんな仕事に就こうが



                   英会話が出来て、日本人以外の友人も作り、



                   視野を広げて欲しかった





          「英語は出来て当たり前」という時代が来ると思っ



         たから



                幼稚園の時、いつも遊んでいた子のお父さんが



                     消防士



                     ある日、上司からカセットテープを渡されたと言う。



                      それは、なんと『英会話』のテープ



                         「消火に行った家の住人が日本人とは限らない」



                    「少し、勉強しろ！」



                        ということらしいい。


 



 


                   この話しを聞いて



                   「英語は出来るに越したことはない」



                    という思いは確信に変わった






                家では、英語の歌を聞かせたり、



                  ビデオを観せたりすることは勿論、



                   英語で話しかけたりもした。




                イングリッシュスクールにも入れた




     しかし、週一のイングリッシュスクールで話せるように



    なる訳がない






                 


             もっと英語が好きになり楽しくなるにはどうしたらいいか・・・・







              私は、大胆な決断をするのでした
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       私の大胆な決断  一つ目は





                                       個人交渉!!




      


         息子が通っている合気道に、



         男性外国人がいることを思い出した



        


         英語教師として日本に来ているらしい。



         合気道の先生に、それとなく彼のことを尋ねると、



         人柄は、申し分ないらしい



         日本語もかなり出来るから、



         息子の日本語の質問にも、



         英語と日本語両方で臨機応変にやってもらえる。




       


                 「 このチャンスを逃してはならない！」




                    さっそく、個人交渉




                                                           




                                             成功！




              我が家に、週１で来てくれるし、



          お月謝は￥８０００



             英会話スクールの個人レッスンだと、



              こんなに安くはならない。




              教える方だって、英会話スクールの先生より取り分が多いはず。



       




             ついでに、私も勉強出来る




 


              つまり 、ワタクシsetsuyakuzukiの大好きな



                                       一石二鳥  



               ではないか





        息子も、ちょっと年上のお兄さんが出来たようで楽しそう



        





       　　　　　そして、もう一つ




      　　　　　　　          私の大胆な決断




    　  それは、



     　　　私が、英語の先生になる



   　　     ということ




     大人しい息子は、幼稚園では同じ子としか遊べない



     自分から、お友達の家にも行けない




       我が家で英語教室を開けば



       嫌でも、お友達がやって来て仲良くなれるし、



      勿論、英語も学べる




                             またまた、



                　　　　　　　　　　　 一石二鳥だー





          あくまでも、最大の目的は、



   　　　　　　　　　　　　　 息子が英語を好きになること　



               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と



   　　　　　　　　　　　　　 お友達作りが出来るようになること




  　　  だから、   お月謝は￥５００に決めました。




    


      　　　







      　　　




    　　　  












    英会話教室
        
  さあ いよいよ私の




                       『ワンコイン英会話教室』




        が始まりました




     とは言っても、はっきり言って、私の発音なんて聞かせない方が良い



   


      しかし、日本人の私だからこそ出来ることがある　　それは




             早く読めるようにすること




             英語が楽しくなるようにすること




    　　だ。　　まずの、「早く読めるようにする」ために



   　　私が用いたのは・・・・




         　　　　　　　　　　 フォニックス




              日本では、私立ではこの方法をとっているところが多いが、



              公立では、その先生によるらしい。




   　興味の無い方も、とにかく見て下さい



          「いいこと教えてもらった」と思うはずです






      アルファベットで２６文字を読むと


   


     Ａ（エイ）　　Ｂ（ビー）　　Ｃ（スィー）・・・・となりますが、




     フォニックスで読むと,そうはなりません

　　　


　　　[image: ]           





     a  ェア　　 b ブ　    　 c  ク　　　  d  ドゥ　　　e  エ　




    f  フ　　　 g  グ      h  ハ　　   　i  イ　　　   j   ジュ　




   k ク　　　  l  ル　　　  m ム　　　 n  ン          o  オ　　




   　p プ　　　  q クヮ　　　  r ゥル　　    s  ス　　　    ｔ  トゥ　　



 u ア              v  ヴ　　    　w ウヲ　　　x クス　   　y イ　　




     z ズ





       というような音になります（正しくカタカナで書くのは難しいのですが）




       実際の発音に準じたフォニックスを学ぶことで、



        英語が「読める」　「書ける」　　という技能が



        効率よく身につくのです。






          例えば




     ｄ　＋　o ＋　g  ＝　ドゥ　＋　オ　＋　グ　⇒　ドゥオグ （犬）




    b ＋　e ＋　d ＝　ブ　＋　エ　＋　ドゥ　⇒　ブエドゥ　（ベッド）　




     d ＋　e ＋　s ＋　k ＝　ドゥ　＋　エ　＋　ス　＋　ク　⇒　ドゥエスク（机）






     という具合に簡単に読めるのです




    ただし    フォニックスをマスターしたからと言って、



    英語を問題なくスラスラ読めるようになる訳ではありません。



     だいたい、規則性に当てはまる音は全体の７５％だからです。



    その他の音は、例外として覚えていくしかありません。



    が、エー、ビー、スィー、ディー・・で覚えていくより



    ずっとずっと読みやすいと思いませんか？




     


  そして、の、「英語が楽しくなるように」するため、



         私の手作りが始まるのです

                

[image: ]


　　　　
　　        　　[image: ]
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        英語教室では、まず最初にフォニックス



    


           必ず声を出して読んでもらいました。




         


           とにかく、小さい子の耳の良さには驚きました



           が、一人だけ、どうも発音がおかしい





        何度言わせても「スィー」とか「ズィー」とか「ディー」とかが言えない



       「シー」「ジー」「デー」になってしまう





           あとで、彼の英語苦手のお父さんが、



           一生懸命「エー、ビー、シー、デー、・・・・」と教えていたことが



         あると聞きました。




           幼い時は、吸収がいい分、間違いを教えると、



           抜き取るのが大変です。





          私が、将棋の先生に



            「筋が悪くなるから、息子さんの対局相手にならないように」



             と言われたのと同じで、



              ＡＢＣＤ．．．．なら、教えない方がいいと思います




         　　　[image: ]


     


                  




      フォニックスに飽きないよう、口で発音してもらうだけでなく、



          この表を見ながら、私が言った発音の文字を指で指してもらいました



         真剣に聞き耳をたてますし、お友達と競い合うので



          確実に覚えていきます






        そして、





     [image: ]       




       この表では、数字の勉強。   123456789101112131415・・・・・



      普通の英会話教室では、しつこく１（one）から１０（テン）まで



      教えます。



       「そんなにしつこく教えなくても・・・」という私の経験から、
  


      ドンドン教えていきました。




      子供の記憶は早いです






                [image: ]    




     この絵では、『お天気の言い方』のお勉強



     形無い物が主語の時にはＩｔ’ｓが必ず最初にくる



     ことを、自然に覚えてもらう効果を狙いました
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        英語教室を始めて苦労したのが、






         自分の子を一人の生徒として見ること。







          どうしても、我が子に厳しくなったり、



          答えられなかったりすると歯がゆかったりしてしまいがち





             それでも、何とか、生徒として教えられたのは



       「英語を嫌いにさせてはいけない！！」  



          という強い思いが あったからだと思います。


　　　      　[image: ]


     　      




         　何かの絵を拡大コピーし、私が色付けしたもの




     最初に、私が、絵の中のものを指さして単語を言うのですが



    物凄い早さで覚えてくれました。






    その後は、



         私が言う単語を指さしてもらったり、



        逆に、私が指さしたものの単語を言ってもらったり。



       数を教えることもできました。123456・・・・


   

     

[image: ]       



    [image: ]





           こういった生活に密着した絵を見せながら



          単語を教えると、興味を持って覚えていってくれました



          色を教えることもできます







    絵を見ながら、ちょっとした質問をしても、



        何度かやるうちに、答えられるようになるのです






   子供の、素直で吸収力のある脳には驚かされました






   


     後に、中学受験をすることになるのですが、



         その理由の一つが、



        『ゆとり教育』が始まることに納得がいかなかったことでした






        学べる時に、色んなことを沢山学び、



       自分が好きなこと、興味あることをチョイスし、



       そうでないものは捨てればいいじゃないか、





       と思ったからです。






     生命力があり、ドンドン吸収していく時期に



     大人の考えるゆとりを与える必要は無い、と思ったのは、



    この頃の生徒たちの、底知れぬ可能性を



    思い出したからかもしれません。
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                     [image: ]      





         この絵では、季節（春・夏・秋・冬）の単語を覚えてもらうと同時に、



        暑い・暖かい・涼しい・寒い　といった表現も



         教えることが出来ました。




 




           [image: ]    




      このカードでは、



       ハンバーガーショップでの注文の仕方の練習







                [image: ]     




             このカードでは、



         煮る・焼く・揚げる・　切る・　むく 等を教えながら、



         関連したことを教えることが出来ました。








              [image: ]    [image: ]




             これらでは、野菜の名前のお勉強


                                         （だいぶ、色あせてしまっています）   





        カルタ取りのようにして遊ぶと



            子供たちはみんな楽しく、競争し合いながら覚えました




 




 


              [image: ]    





          ジェスチャーでの表現の仕方（左上）




          家族構成の絵を見ながら、単語を覚える（右上）




         体のいろんな部分を、絵を見ながら覚える（下）




 





        子供たちの、覚えが早く、



           私の教材作りが追いつかないくらいでした。



           が、彼らの楽しそうな顔は、



            私に、やる気と元気を与えてくれました。






   そしてこの英語教室をきっかけに、



   私の生活が思いもかけない方向に変わっていくのです
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[image: ]     [image: ]   


             これらのカードでは、『動詞』の勉強。



            ｒ　と ｌ、 ｓ と ｔｈ  などの聞きとりの勉強にもなりますし、



               絵と関連付けて、他の勉強も出来ます。







            フォニックスでは、




      ab  ェアブ　　　eb  エブ　　　ib  イブ　　　ob  オブ　　　ub  アブ





      dl  ドゥル　　　cl  クル　　　dr  ドゥラ　　　fl  フル




      ph  フ　　　sh  シュ　　　th  ス・ズ　　　ch  チュ　　tchu  チュッ





       という読み方も教えます。




    すると、

      

[image: ]             [image: ]

       [image: ]


          




        




          こんな問題は、おちゃのこさいさいで



          読めたり、書けたり出来るようになります。







              こうして息子のために始めた英語教室は続きました・・・







   ところが母親たちのお茶会で何気に指導内容を話したら、



   共感した方たちが、「うちの子にも教えて」



   となってしまい



   生徒数が増えることに






   さらに



   どこで聞き付けたか、中学生（女の子）のお母さんに



   「英語を教えて欲しい」と半年ねばられ引き受けることに。





   「英語のどこがわからない？」と聞くと、

   　「どこが分からないのかも分からないんです」



     　　という子でした。



 



   　少しチェックすると、基礎からわかってない！



   　フォニックスと英語の基礎を徹底的に指導



   　もともとお勉強は嫌いらしく、他の教科もいまひとつの子でしたが、



   　英語はクラスで上位をとるほどに （プチ自慢させてください）




    そこから、あれよあれよと口づてで生徒が増え・・・・




     息子の英会話教室送り迎え



     家での英会話教室



    塾の送り迎え



   他の生徒の英語教室


   そして家事




    と、芸能人並みの忙しさに巻き込まれるのでした。
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        息子の性格などを見てきて、



          「中学は私立に行かせたいなあ」と思っていた私。



          それが決心に変わったのは、



           英語教室に来ていた公立中学生や父兄の話しを聞いたことも



           原因の一つかもしれません。 




       内申点を良くするためには、




        部活に入っていること（男の子はスポーツの方が良い）。



           部長などをやると更に良い




         生徒会や目立つ活躍をすると点数アップ




         授業中に、多く挙手したり質問すると点数が良くなる




  　今はどうか知りませんが、こういった話しを聞いて



   　　納得がいかなかったことと、



  「リーダーシップも無ければ、活発でもなく、スポーツ苦手」の息子には、



  「 かなりしんどいかも」と思ったからでした





       英語では



        昔のように、筆記体を教えないことに



        大反対だったからです。




        うちに来る生徒もみんなブロック体



 


       筆記体で、つなげて書いて書いて、指に覚えさせなくては、



        単語なんて覚えられるわけがありません



        生徒を見てると、文字を離して書くブロック体では、



        書いてる途中で指が止まってしまう


  


       やる気のある子には、筆記体に変えさせたくらいでした。




 


           学校から帰ったら、




    　　  家で学習し、のんびり夕食を食べて欲しかったからです。




     　　公立の子は、私の教室も含め、塾などに行く子が多い。



      　部活で遅くに帰宅してスグにそういった場所に



   　  行くのです。



    　　現に、うちにも、部活から直接来る子が多く、



    　 　汗だくの子にはジュースをよくあげたものです。




   　 　その点、私立は、学校がかなり力を入れてくれるので、



     　　余程のことがない限り、塾に行かずに済みます。



     　　ゆっくり食事が出来、自分の趣味(息子の場合、将棋）も



   　　 　続けることが出来るのです





           私立とは、




     　 　　どちらかと言うと、その学校の方針に納得して



     　　「入れてもらう」訳ですから、



     　    余程のことが無い限り、学校に無茶なことを言う



     　   いわゆる『モンスターペアレンツ』がいないのです。
  




    　    親にとっても気楽だと思いました





  


    　 そうは言っても、息子の人生



    


   私が勝手に決める訳にはいかない！




   ところが　話し合ったら、アッサリ、彼は「私立に行きたい」と



 　言いました。





  　　　部活後、７時か８時にダッシュでうちにやってくる



   　　公立の子たちを見て



  　　　彼なりに「自分に合ってるのはどちらか」



 　　　判断したのでしょう。




   　　　とは言っても



  　　親の希望が理由の中に全く入っていない



 　　と言う気は、私にはサラサラありません。




  　　　　　　我が家の場合、



  　　　　　　　　　　親の希望３、息子の希望７



 　　　　　　の割合で、私立受験を決めた、と思っています。



   


    だから、私も



             「塾に行きなさい！」　「勉強しなさい！」



        と言うだけの母親にはならない




       と決めたのでした。





       そのために・・・・忙しい合間をぬっての、




         私の、アイデア手作りが始まるのでした・・・
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   中学受験を決心後、近くの塾通いに加え、



     有名塾の『四谷大塚』へ、日曜日だけ試験を受けに



     行くことにしました。




     やはり、塾のテキストを勉強することが大切だ



     と判断したからです。




     「 テストだけ」といっても、その試験結果で しっかりクラス分けされるので、



       まさに、戦場



      厳しい戦いです





           息子はいつも中クラス




      「英語が受験科目に入っていたら絶対トップクラスなのに・・・」



      と何度思ったかしれません。





         国語ニガ手がいつも足を引っ張る・・・・





      でも、私は焦りませんでした




       中高は、本人に合ったところ、



           本人が６年間楽しく通えるところに入ることが



         一番大切





         と思っていたからです。






      超名門校に入っても、



      本人が登校拒否してしまうようなことになったら、



      大学の受験は出来なくなるのです





  


      学業での最終目標は、一応、大学受験



      と思っていたので、



     必死で超有名校に入れたがっている父兄を見ると




     「いつか息切れしてストップしなければいいけど」




      なんて生意気なことを思ったりしていました





      それでも、ある程度のところに受かるに越したことはない。




       しかし！　しかし！！




       テキストを見ると・・・・難しい！




      「小学生がここまで勉強しなくちゃいけないのか？」



      と疑問に思ったことも事実です




         国語はもう、塾の個人レッスンに任せることにして・・・・



        算数は問題なし



        理科も何とかなりそう





          問題は・・・・社会




      　特に地理は



     「こんなこと、大人だってしらないぞー！」



     なんてことが沢山あって、思わずため息



     正直、息子に「可哀想なことをさせてるのかなあ」



     と思ったことも。





      でも、私はめげないsetsuyakuzuki





   　『四谷大塚』の地理のテキストに目を通してみた




       すると





       意外に無駄な記述もある



       「無駄な記述を省いてあげたら、数冊あるテキストも



           一冊分くらいになるのでは？」と思い・・・



 



                  さっそく私の地理の勉強開始




           そうして出来上がったのが、このノート



　　　[image: ]　　　　[image: ]


　　　[image: ]　　　　[image: ]


　　　[image: ]
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     　　　　　　　　　　[image: ]　


　　　　　　　　　　[image: ]




 　　　　　　　　　　[image: ]







           このように、 一冊のノートにまとめてあげることで、



             数冊のテキストを前にするより、




         「結局、これっぽっちなんだから頑張ろう！！」




            と、やる気が起きて、精神的にも楽になります





           勉強において、こういった『心理作戦』も、



          とても重要だと思います





         机に向かって、国・数・理・社すべてをやるのは大変です






          私は、この地理ノートをちょっとした合間や



             寝る時にお布団の中でやってもらうことにしました





       算数は得意だから時間をとらないし苦痛でない.




             あとは、国語と理科に時間をとればいいことになるのです。






         そして、一番大切なのは




     「勉強しなさい！」と口うるさく言うのでなく、



     塾のお弁当を一生懸命作り、




     親も大変な受験勉強を共有しているんだ





    　ということが子供に伝わるような言動をとることだと思います。






     愛が伝われば、子供はなんとか頑張ってくれるも


     のです　



   　　　　[image: ]    

　　　　　　       　[image: ]

　
　　　　　　　　　　[image: ]


   



   


           



              少しでも、参考になれば嬉しいです
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　   受験するにあたって、



             お勉強の実力アップさせるための努力と同じくらい、私が頑張ったのは、




                                   息子の健康管理





      ずっと読んで下さっている方はおわかりでしょう。



      息子は喉が弱いし、食べる量が少ない。




      勉強の力をつけても、受験日に風邪などで行けな



   かったら意味がない！





       この頃でも、沢山食べさせようよすると吐きそうになる




                     なんとかせねばいかん






     そして、 ひらめいた




                                ミキサー作戦




  


     息子は飲み物で吐きそうになったことは無い


 「 ミキサーでいろんな物が入ったジュースを作ろう」




      そしてそれを、食事の後に飲んでもらうことに




    　 彼が飽きないよう、そしてオカズに無い食品が入るよう工夫して




    　　



        牛乳や豆乳をベースにした飲み物には






        粉末納豆　　　　 きな粉　　　　玄米胚芽　　　　          　　　



       練りゴマ      コーレン（レンコンの粉）　　　　



    ココア 　　　 青汁  　　    　   スキムミルク




       バナナ　　　アボガド　　 ヨーグルト      




     を組み合わせて、はちみつかシュガーカットで甘くします




    バナナは半本くらい、アボガドは四分の一くらいがいいでしょう。



    おかずに豆製品が入っていれば、きな粉や粉末納豆は使わず



    ココアやバナナ中心の飲み物にしたり、



    その都度、組み合わせを変えるのです。




   毎回、味は違うし、多くの食品を摂れる 


  ことになります








          りんご酢（大さじ２～３）をベースにした飲み物には




    プルーン　　　　レーズン　　　　ブルーベリー　



     ヨーグルト              青汁




      バナナ・イチゴ・りんご・すいか等フルーツ全般


                       




    かぼちゃ・人参                                                   


          （ゆでて柔らかくしたものか、乾燥粉末にしたもの）


   


    トマト




       を組み合わせ、はちみつかシュガーカットで甘みをつけて




      ただし、リンゴ酢はキツイので必ずお水を少し足して下さい





      特に、おかずがチーズなどの乳製品の多いものの時は、



          このリンゴ酢ベースのジュースにするといいでしょう。





        フルーツは、一回分づつラップして冷凍しておけば


                  







            一日、最低２回は作るこの作業は



               正直疲れましたが



              「こんなこと位してあげなくてどうする？」と



              自分にムチ打って続けました





       この飲み物のお陰がどうかは今だに分かりませんが



          息子は体がしっかりしてきて



         無事に受験に臨むことができました




     


      そして、このミキサー作戦は、



       高校、大学、大学院と、



      彼がここから巣立つまで続くのでした・・・・・・　






                  何をするにも、健康第一




        子育て中のお母さんたちの参考になったら嬉しいです。
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     前回のミキサー作戦に続き




       今回は、私が、ありとあらゆる事を試してゲットした




      風邪をひかない工夫について書こうと思います。





     かなりの試行錯誤と勉強で見つけたこのワザ



    一挙公開です！


 


    特に、息子のように気管支の弱いお子さんを持つ方の参考になるかな



     と思います。





     勿論　　大人の方にもお勧め風邪対策です






       さて、 一番のお勧めは・・・プロポリス




     喉をいたわる舞台俳優や有名な女優さんが飲んでいる



    と知り、さっそくお店へ




      しかし・・・・・・・・・・・高い！！




    そして・・・見つけました　　　お得価格のプロポリスを



      [image: ]       





       高いところだと、一本￥１０，０００近くしたりしますが、



       ここファンケルだと、



                           ３本で￥７,８７５



  


      お得です　



             私はファンケルのまわし者ではありません





    飲むと、喉にカーッとしみて本当に効きます。



    喉の調子が悪い時ほどしみて




    スポイドで半分程を、お猪口に入れて



    ところがこれが非常～に苦い！　　まずい！！




    そこで、プロポリスに少し足して飲みやすくなるものを探しました




   ありとあらゆる物を試した結果・・・・・・・・・




           [image: ]       





    このグレープジュースが、一番プロポリスのマズサを緩和してくれます




           トロピカーナのまわし者でもありません




    


       毎朝、起きて一番に、親子で飲み続けました。




     私は今も飲み続けていますし、



        息子にも持たせました。



   　　 今も、喉に違和感を感じた時に飲むと、バッチリ効くそうです







      更に色々試してみて、お勧めなのが



                プロポリスキャンディー



     [image: ]       




      プロポリス恐るべし！　　です。







     更には    南天のど飴もとても良いです。




     ペラックの喉あめもかなり







     喉の弱い子にとって大敵は乾燥




    水分をこまめにとるといいのだけれど、



    水分をとれない時もある




          「何かいい物はないか・・・・・・・」




                      ひらめいた




   「喉にへばりつくカルピスやヤクルトはどうだろう？」と。



    


         受験や絶対に休めない日などは



            家を出る前に飲ませてみました



           これは、意外に効きました




           カルピスを飲ませる時は、少し濃いめがいいと思います。







      日本の受験は、一番寒くて風邪が流行る時期




      私の、この必殺技が、少しでも役立ってくれれば嬉しいです
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       さて、息子自身が、私立に行くことを希望したと言っても



        そこはやはり小学生





       どういう学校があって、どういう学校が自分に合っているのか



       わかるはずもなく、「親が受験校を探す」ことになるのは



       否めません。





                        我が家の場合




          本人が楽しく通えそうなところ



      


          あまり丈夫でないので、通うのに長時間かからな


        いところ




                       この２点をポイントに探しました





       とは言っても、




      「大学までエスカレートでいける学校なら、



          もう大学受験をしなくていいし、楽だろうなあ」


 



          と思ってしまうのが親心




    この時は、将来、早稲田に受かるなんてつゆほども思ってなかったし、



   「ここに行ければ上等だろう」と思う某私立大学付属中を



    受けさせることにしたのですが、



    このことが原因でひと波乱起きるのでした・・・・・
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     ともかくも、いよいよ中学受験が始まりました。






      小学生ですから、勿論、父兄がついて行き、



      試験中は、父兄控え室で終わるのを待つのですが、



      これが、結構キツイ！





     「子育ては、体力勝負」であることを実感しました。





  


    　それでも、順調に受験していき、



    　いよいよ、某私立大学付属中学の受験日となりました





      ところが




     その日の、息子の様子がおかしい！！！



      喉は弱いし、食も細いけど、胃腸は丈夫な彼が、



      トイレに入ったきり出てこない！



     


     やっと出てきた、と思ったら



      顔は真っ青　　　　　　　唇は黒ずんだ紫色



     　だが、 熱は無い




     　　　　　　　　　　　  ピピッと、母の勘！！！




        「受けたくないの？」と聞くと、



         「うん」とうなずいた。




    


              困った！！




                 そして、驚いた！！








      今まで、子供の教育方針には、ほとんど口出しせず、



      協力的だった夫が、うろたえ焦った



     一生懸命、息子を説得し始めた。






                    その間、私は考えた




      



               前にも書いたように、



      自信が無くて、見送り三振するより、



      一生懸命がんばって、



       悔いなき空振り三振するような



       すがすがしい男になってほしい




   　　はずではなかったのか？






   高校でまた受験するのは、



   想像するだけでシンドイけど・・・挑戦させよう！！



  「ラクしよう」と思うのはやめよう！！




 


   　そう決心した私は、夫に言いました。



       　 「受けさせるのは諦めよう」と。





     ところが！



    意外にも、夫がなかなか諦めきれない・・・



    まだ、息子を説得している。



    今にも、引っ張っていきそうな勢いだ



    私の「もう、いいよ！」という大きな声でやっと諦めた。




            その、某私立大学付属中学とは・・・・・




                        学習院大学付属中学校




    夫が、自分の母親が学習院だったことから親しみを感じていたことで



    選んだのだ。




       私が「受けなくていいよ」と言った途端、


  


           息子の顔色はみるみる血の気を帯びてきて



    　　唇の紫色も消え



          ニコニコ笑って、ゲームなんか始めた。





         後でわかったことだが、



    息子は、学習院の学校案内パンフレットのあるページを見てから、



   「行きたくない」と思っていたらしい。



     それは・・・水泳の授業の写真



     それも赤ふんどし





     そうだった！



       学習院の、赤ふんどしの水泳は有名だった！！！




       プール大嫌いの彼には、それが恐怖だったのだ





    これで、大学までエスカレートで行ける可能性は無くなった




   しかし、また頑張ってしっかり実力をつけて



  行きたい大学に受かれば彼の自信になることは間違いないのだ





          　　私が、もうひとふんばりする決心をした瞬間でした





    息子は、水泳には力を入れない学校に進むことになり、



    とても楽しそうに６年間通うのでした。
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      中学生活に入る前に、
 



     　  私が作った教材を、ほんの一部ですが、紹介したいと思います。




    


         『四谷大塚』のテキストを見て驚いたのは、




               その量の多さ！！





                 莫大なのです！！





     「小学生の脳みそに、これだけの量を詰め込んだら



         かえって馬鹿になっちゃうんじゃないか？」



          と思うほど。






     特に、社会の量の多さ



             



             一冊の手作り『地理ノート』を紹介しましたが、



              あれは、小学生低学年用。





     中学受験のためには、地理・歴史・政治経済全てを



     勉強しなくてはならないのです






       私は、やはりこれらも、手作りで教材を作りました



       ほんの一例です。




           

[image: ]


           [image: ]



   


        


             [image: ]



             [image: ]




             [image: ]



            [image: ]

 

   




      テキストをコピーし、必要と思うところを切り抜き、貼り付け。



      答えは（　　　　）にして。




     裏には、答え入りのものをコピーし、貼り付け、



      答えがスグ、わかるようにしました。






       これらを何度も何度もコピーし、解かせるのです。








        　　　とにかく、お勧めは、



                 コピー機をうまく使うこと





        テキストに答えを書き込んでしまうと、もう使えません。





       すっきりテスト形式にすると、効率良く、覚えていきます。
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    もう少し

    中学受験のために作った教材 の紹介






   


       見て下さい



     　 この莫大な量を




     日本国内の地理に関するこの問題用紙は、



     手元に残ってるだけで、約４０枚 （引っ越しでだいぶ捨てました）



 

　　　　　[image: ]


 
 　　　　　[image: ]
   


 



   



 　　　　　　 [image: ]　　


　　　　　　 [image: ]




  


　　　  　　　　 [image: ]　


　　　　　　　　　[image: ]







    作っていくうちに、私の頭が良くなっていくのがわかりました





        それにしても・・・日本のお受験はどうなってるんでしょうか？





       一緒に勉強していくうちに、


 「難関校に受かる子が、必ずしも頭がいい、とは言え             ない のではないか？」




     と思うようになってきました。






  確かに、記憶力はいいかもしれない。



   が中学生になって、英語が得意になるかは分からない



 　　　　    高校生になって、数Ⅲが理解できるようになるかも分からない





    子供の頃『神童』だの、「将来は東大だ！」だの言われた子が、



    意外にも『普通の人』になってしまう理由が分かったような気がしました。






    「これで、どこも受からないなら、それでもいいや！」




  「数学や物理の応用問題が解けて、



     英語が得意になれば、



     大学受験で、難関中学校に入った子を追い越せる！」






           という変な自信さえ出てきて・・・







   「とにかく出来るところまでやろう」という思いに変わり、



    教材作りも楽しんで出来るようになりました






    だから、今も、あの頃のことは、いい思い出だし



   これらの手作り教材も、お金には代えられない宝物なのです
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                  歴史についてまとめて作ったプリントは




         なんと１５部！！



         枚数にして５７枚！！！




     効率良く、出来るだけ要点をまとめられるよう、



    テキストをコピーして貼りつけたり、試行錯誤



     歴史が大の苦手だった私の、まさに



     汗と涙の結晶であります







    　　　　 [image: ]  


     　　    [image: ]




   


   



　　　　　　　　　　  [image: ]　


　　　　　　　　　　　[image: ]





      


　　　 [image: ]
       




            


       それにしても・・・





      こんな莫大な量を、自ら進んで勉強する小学生がいて、



      高得点を取る子がいるのですから、



      私には、不思議以外のなにものでもありませんでした




    


   　  毎週日曜の『四谷大塚』の試験は、



            全科で６時間近くもかかり、



            それが終わる頃には、



            ロビーは、お迎えの父兄でいっぱい





     胸を張って自信有り気に親の元に駆け寄ってくる上位クラスの子



   我が息子のように競争心も覇気も無い顔でのんびりしてる子



   栃木あたりからタクシーで通う親子（お医者さんの子でした）





     　受験戦争の中に身を置きながら、

　　親子揃って場違いな所にいるような気がすると同時に、



    　「今頑張れば、間違いなく大学も良いところに行ける」と



   　  勘違いをしている人も多いように見えて・・・・





    改めて、



       私は、息子が楽しんで行ける学校に受かることだけを 


    考えよう




     　   と思うのでした。
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    　　          さあ、今度は政治経済のプリントです



     　　　　 [image: ]      


     　　　　  [image: ]



                 


　　　　　　　[image: ]


       


      


　　 　　　　　　  [image: ]　


　　　　　　　　　[image: ]


  


  



       まだ、ありますが、このへんでやめようと思います。








                    我ながら、よく作りました






   結局、受験問題の作り手は、子供に



  「楽しく学んで、いろんなことを考えて欲しい」 と思ってるのでなく、



   大変な数の受験生を振り落とすために



 　莫大な量にしているのが分かります。





  あまりに簡単だと、同点がたくさん出て、



 不合格のラインを引きづらい、と言うことでしょう。



             

「落とすための試験」なのです





   昔は、公立の方がレベルが高くて、私立を受けることはあまり無かったはず。




  　公立が、もう少し変わり、大学受験も変わらないと

   この受験戦争は、終わらないのでしょう。





     以前にも書きましたが、




         息子は、部活にうるさくなく、スイミングにも力を入れない、



        上の下レベルの私立中学に進みました
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     入ったのは中高一貫ではあったものの、



       私は、いずれ大学受験を迎えることを覚悟せねばならなかった




      息子が「早稲田にいきたい」と思っていることは知っていたが、



      「９９％無理！」と思っていた。



      勿論、そんなことを彼には絶対に言わなかった。







     私の本心は



   運動イマイチ、絵や音楽の才能も無いのだから、



   将来の就職のためには、ソコソコの大学に入った方がいいだろう。



    しかし、それがダメなら、大学に行かず『手に職』をつけた方がいいのかも。




          というものだった。





      ただ、最初から諦める訳にはいかない！！！！




       

思いっきり空振り三振するつもりで頑張るぞー！！  





                   と思った。







           そして、決心した




     数学に並んで、英語も得意科目にな


  るようにしよう！！  



     


       と。





      なぜなら！



      文系だろうと理系だろうと、



     そのどちらの試験科目にも英語があるからだ




      そして、私は、英会話は教えられないが（笑）



       受験英語なら教えられる



                      （受験英語というのも変な話だが）





    この時ほど、息子が夫に似て数学が得意だったことを



    「ラッキー！」と思ったことはない。




    私にはどう逆立ちしたって数学など教えられなかったろうから





   うちに来ている公立中の生徒同様、



   息子にも、学校の教科書、英検、受験のための英語すべてに



   付き合う覚悟を決めた
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      中学に入るとすぐに、




            第３のラッキーな出会い




         が待っていた






    それは、担任の先生   英語の先生だったが、




    英語に対する考え方が、私と全く一緒！！！







    まずは、筆記体を教え、フォニックスを利用。



    自分が話すよりも、ネイティブイングリッシュのCDを



   何度も何度も聴かせる






   テストを見れば、重要ポイントとしているところが



   私と全く同じで、嬉しくなってしまった





    私が「重要！」と言うところがテストに出るので、



   息子の信頼（英語に関してだけ？）を得ることが出来た




    


  うちに来る、公立の中学生と息子とは、教科書が違っていたが、



  やることは、ほとんど同じ。






      声を出して読ませる。




      重要単語と熟語にはマーカーなどで印をつけさせる







      「これは、テストに出る確率９９パーセント！！」



       なんて言うと、皆、必死で印をつけたものだ






  絶対に落としてはならない単語というのは、



  実は、中学校で出てくるのだ





    なぜ その単語を完璧に覚えなくてはならないのか・・・・は、



     高校の教科書や大学受験の過去問題などを見せて納得させた。





         こういった『証拠』を見せることは、



        口うるさく言うよりも、効果テキメンだった。






    例えば、




   make は、



       中１では、「作る」という意味で出てくるが、後に



       「～をする、行う」　「・・・に・・・させる」　「～になる」


 


       等の意味として使えなくてはならない。




    take も、



        最初は「取る」という意味で覚えるが、



       「乗る」　「得る」　「（時間や労力が）かかる」　「受ける」



        等の意味で覚えなくてはならない。




     こういった多義語は、徹底して覚えさせた






    時には、



   see を「見る・会う・わかる」とリズムのように覚えさせたりもした





   更には覚えて欲しいがために、



    歌も歌った




 work が出てくれば、



      コマーシャルで吉　幾三さんが歌っている



    「・・・・・・わくわくワークマン！」




 overが「終わる」という意味で出てくれば、



      オーヤン・フィフィさんの

    「ラブ　イズ　オーバー～」



  


  重要単語ではないものの、単語を書かせる問題で出やすい



      vacation が出てくれば、



      「V・A・C・A・T・I・O・N　　　　楽しいな」






      ヘタだろうと、生徒の前でも、息子の前でも歌った



    「これで覚えてくれるなら・・」と。



   まさに、なりふりかまわぬレッスンだった。
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     　　    単語を覚えさせるために




                      商品名も利用した



    　　 [image: ]　
　

　　　　　[image: ]


　　　　　[image: ]　

　
　　　　  [image: ]




        

 

　　 merit が出てくれば



        　　「メリットシャンプーのmeritは、こういう意味でつけたんだね」



       　　　 といった具合に。




  　　 「ポカリスウェットのsweatは、汗という意味なんだね」

 

　     「バリューセットのvalueは、価値という意味。


            価値あるお得なセットってことかな？」



        「ドライブスルーのthroughは、通してという意味なんだね。
          車を通して注文受けてるもんね」



               と。





          お菓子の箱だって調味料だって、



         英語で書いてある物は何でも利用した。



         それらを取ってくるために、レッスン中でも、



         台所に行ったり、洗面所に行ったり（笑）





        間違った英語、いわゆる和製英語も役に立った。



        実際の意味を教えて一緒に笑うことで、


    


        本来の意味が生徒の頭に入るからだ。




            これほど一生懸命にやれたのは




      中学英語は、丸暗記するほど徹底的にやって欲しい




              というのが私の方針だったからだ



                                             





        実は、おてんばでおっちょこちょいの私は、



       中１になってスグに、



       男子とサッカーをやっていて転んでしまい



       腕の骨を折って入院してしまった  




       退屈な入院生活の中、



 　   担任の男の先生がお見舞いに来てくれた




      お花か食べ物を期待していた私に



       その先生は、本屋さんで買ってきた



       数冊の『英語の問題集』を差し出した



       そう、担任は、英語の先生だった

     「出来れば、美味しい物を・・・」と思っていた私は



                              ガッカリ




       にっこり笑いながら「ありがとうございまーす！」



       と言ったものの、心の中は・・・

     「なんて気のきかない奴だ！」と思っていた





       しかし、退屈な入院生活。



      会社は違うものの、内容は似たりよったりの問題集を、



      数冊全てやり終えた




         これが、私に基礎をしっかり付け、



        退院してからも、みんなから遅れるどころか、



        一番、英語がわかるようになっていた。





                今思えば、



                         感謝すべき骨折だった。





           こうして、


                            
                                                                                                                     　　　　　　　　　　　          生徒と息子の英語の先生と主婦の生活が



                続いていくのでした・・・・
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       ところで、


                  生徒の一人で、こんな子（男子）がいた。






        教科書のあるLessonを勉強中。



       重要単語を教えたはずなのに、それらはなかなか覚えない



        やたら「dolphin（いるか）なら書けます」と言って書いてみせる。




                              なぜにdolphin







         理由が分かった



          教科書の下に、新しく出てきた単語が書かれているが、



          その、一番最初に書いてあるのがdolphin



         どうも、彼は、私の言うことを無視して



         教科書下の順番通りに勉強しているようだった




         これこそ、要領の悪い勉強！！！




         この融通のきかない性格と、



         母親が溺愛してる次男坊だったせいか、



          「英作文の宿題を全て私に書いてくれ」



           と平気で頼む親子だった（勿論、断ったが）





          「頭のいい子なのに勿体ないなあ」と思うと同時に、



       「 『愛すること』と『甘やかすこと』は違うのだ」



               と、改めて感じたものだ。







       さて、それはさておき、




            教科書中心に教えながら、



             私が、書店で選んできた、教科書準拠の問題集を、



             生徒全員にコピーし、やってもらった




            間違ったところは繰り返しやらせたのは勿論、



           生徒ひとりひとりの苦手とするところを見抜き、



            その子に合ったプリントを作ってあげたりもした






          手作りプリントの数は半端ないものだった






   息子は、小さい頃からの環境もあってか、



        のみ込みは早かったので、



        問題集の他に、



        教科書準拠のソフトを取りよせ、



       パソコンでも勉強させた。



       ネイティブイングリッシュを聴くことが出来たので、



       こういったソフトはお勧めです




       学校から渡された、受験に向けた問題集もしっかり見てあげた。






      それにしても・・・・



        どうして、公立は筆記体を教えなくなったのか？




        筆記体で書く息子と、ブロック体で書く生徒とは、



        単語記憶のスピードが全然違う！！！




    教える側としては「文部省は何を考えてるんだ！？」と思い、



    母親としては「私立に入れて良かった・・・」と思い・・・・



   



      最初のうちはいいけれど、段々、スペルも長くなってくるので、



          筆記体で文字をつなげて書き、



         何度も書くことで指に覚えさせることを、



         私は、強くお勧めします






      この後も、生徒と息子のためにテストやプリントを作り続け・・・・



      座りっぱなしで筋肉が落ち、ヘルニアになっても続ける



       おバカな私でした・・・・
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     またまた私のことで申し訳ないのですが・・・・

    前に書いたように、

    感謝すべき（？）骨折によって、英語が好きになり、



    高校では、ますます好きになった。



   　ある英語の先生と出会ったからだ。




     その先生は、マンガ『おそ松くん』に出てくるイヤミそっくりと皆が言うほどで、



    お世辞にも、ハンサムとは言えなかったが、早稲田卒というその先生の授業は



     とにかく、面白かった。




    教科書よりも、プリントしてきたものを学ぶのだが、

    私は、これが楽しくて仕方なかった。




   テストも、長文読解を中心とした応用問題で、



   この先生の授業やテストを受けているうちに、

   

『前置詞』を理解することが、いかに大切か悟った






  


      その経験もあり、



          私は、生徒と息子に、『前置詞』も落としていかない指導をした。



 

       [image: ]


                                                   



           とりあえず、中学でマスターして欲しい前置詞を表にまとめ、



            コピーして皆に配った。






       同じ（～の上に）を表す



             above    on




      同じ（～の下に）を表す



               below   under   underneath




    　 同じ（～の間に）を表す



                among   between  during


　     などの違いは、実際に見せてあげることで納得させた。






      例えば、



              消しゴムを机の上に置いて「on」



              消しゴムを持った手を宙にあげて「above」




         という風に。





          こんな感じで続いた英語教室。




       公立と私立の勉強の進み方と内容の違いに驚いた




      私立は、２年間で、３年分の教科書を終え、



       ３年は、応用問題などにあてる。






       学校のテストの内容の違いにも驚いた




          公立では、イギリスの地図が出されたかと思うと



          その中のある地域（イングランド、スコットランドなど）の場所を



        記号（ABCD・・・）で書かせたり、




         オーストラリアに関する内容のテストでは、



         「オーストラリアで有名なものを３つ、日本語で書け」



         といった問題が出たり。




     英語のテストというより地理のテストではないか？？



  

 だから、 生徒には、返ってきたテストをしっかり見て、


  


        点が悪くても、私が大事といったところを落とさずにいた子には


 


        褒めて、気落ちしないよう慰めた




      そこそこ良い点でも、上記のような日本語の問題や



       誰でもとれるような問題でだけ点数をかせいだ子には、



       もう一度、しっかり復習させた



教えながら、ゆとり教育の前兆を見たような気がしたのだった。
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        さて、

    私の英語教室は、



  　　　中学生は、、マンツーマンで、お月謝は￥５０００



  　　　  塾のような、入会金・教材費・維持費などはとらなかった￥０



          皆、公立の子だったので、



          高校受験に役立つ問題集を購入したり、



          その子に合ったプリントも作り、コピーも沢山したので、



          儲けはほとんど無かった




     しかし、



         彼らのために準備した応用問題は、息子にも役に立った



         公立の教科書を勉強させることも出来た。







       中高一貫の悪いところは、






      高校受験が無いために、のんびりし過ぎて、大学受験で慌てる子も出てくることだ



      そのため、高校になると、私立でも塾に通う子が出てくる



     そんなことにならないよう、毎日、息子ともどんどん勉強した




       [image: ]


                                                              


                   文章に応じて、前置詞を的確に訳す訓練のために作ったもの。






       [image: ]


                                                            


                                多義語を的確に訳す訓練のために作ったもの。







        息子の英語力や語学の才能を冷静に判断出来たのは、



 　　   英語教室を開き、人の子を教えたお陰だと思っている。





            そしてしばらくして・・・・確信した


              

「うまくやれば、息子の英語力は数学力を上回るかも」



                   と。



 


               そこで、こんな計画を立てた




       学校のテストは、このまま学年の上位３番以内に入っていられるよう、



           しっかり指導していこう



   


       英検とは、早くおさらばしよう！！




                と。







     「英検と早くおさらば」とはどういうことか






          私は、英検の内容には疑問を感じていた



         いづれ TOEICやTOEFLの時代が来る



         と何故か確信していたのもある。




       教科書も英検も問題集も英語は英語



       やって悪いことはない




      だが、英検の内容は、大学受験内容とは少し違う

     

「こんなことに高校３年まで関わっていられない」





     出来るなら、英検の勉強は止めたいくらいだったし、

     

「３級くらい持っていたって意味が無い」と思っていた。





       「取るなら２級だ！！！



          それも、高校２年までに合格した方がいい！！」




         と思った。




          ３年は、受験勉強一本にするためだ。







           「それなら無理して英検の勉強をしなくてよかったのでは？」



           と思う方もいるだろう。






            もし、推薦で大学合格を希望することになったら・・・



             内申書に英検保持は有利だとウワサで聞いたからだ。





          推薦をお願いすることにならない、とも限らない






 



                   この時もまだ、息子が国立大にも早稲田にも合格するとは



                   本当に本当に夢にも思っていなかったのだ。







       　　そして、英検２級獲得に向けての、



                教材の手作りが始まるのでした・・・
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  　   　息子の英語力を見て、



         　　　英検は５級から受けさせることにした。





       英検問題集や参考書の大事なところだけを書き出して作った。



       私特製のプリント（捨ててしまったようです）を一緒にやった。




       ３級までは順調に受かっていくのだが、



       そのために、私が作った単語のプリントがこれ。




     




                    [image: ]

  
                     [image: ]


                    [image: ]   


                   [image: ]




           何度もコピーし、覚えさせた。




　   ただし同じプリントを繰り返すのではなく、



        「絶対に覚えたな」と思う単語は除いていく






               という方法をとった。





       そのために、何度となくプリントを作り替えた






       こうすることで、プリントの枚数が減っていくので、



         モチベーションが上がりやる気が出るのだ





       英単語を読んで意味を書かせるプリント



                                            と



       日本語を読んで英単語を書かせるプリンント




                 の２パターンを作って完璧にさせた。




 


      なぜなら




  　           bad      bud



       rent     lent

      lord      road



            　san      sun



             lock     rock

　    hurt     heart



              flour     flower




         のように、日本人が読めば同じ発音になるが、



        意味は全く違う単語が沢山あるからだ。





     しっかりと書けるようになって初めて



     間違えることなく読解が出来るようになると思った。






     「今までの、単語と文法中心の英語教育は良くない。



       会話中心の教育に変えるべき」




            と言う人がいるが、



        私は、素直には賛成できない。



   日本語だろうと英語だろうと、



       どんな言語も単語の集まりではないか？





      単語量をしっかり持つことが一番大切ではないか



             と思うからだ。




       基本の文法をしっかり身につけてる人が



           結局は綺麗な英語を話せる



              と思うからだ。





      ただ、正しい発音とネイティブイングリッシュを聴きとる訓練が



     日本の教育には大変足りなかった、とは思う。





      シャイで語学が苦手な日本人には



    英語教育の改革が必要なのは間違いないのだが、



     単語はしっかり覚えるべき、と思う。






     英検は、半分は単語テストみたいなもの



    も思っていたので、単語力をつけるという意味では



      いい勉強だと思った。





           こうして、準２級の勉強に入っていくのでした・・・
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      いよいよ準２級に挑戦することになって、



       私が最初に思ったことは、




               「準２級とはなんぞや！？」




        ということだった。




      昔は、準２級など無かった




      まず、準２級と２級のテキストを購入し、私自身が勉強。




     ３級と準２級では、明らかに内容のレベルが違う。




     しかし準２級と２級に極端な違いは無い。





                     ということは・・・・




        準２級を、完璧に近いかたち、



        つまり、高得点で合格しなければ、



        ２級には永久に合格しない




            ということだ！





            そこで、私のとった作戦は




             『急がば回れ』作戦！！！！




       予定通り、高２で２級を取得させたいからこそ、



      準２級はじっくり、しっかり



          と思った。




      そして、実に沢山のプリントを作った



  






             正しい前置詞を入れる問題をまとめたプリント



                                                        

       [image: ]



　　　[image: ]　


　
　[image: ]






                 すぐに答えがわかるよう、端に答えを書いておく（右写真）



                  勉強する時は、そこを折りたたんで（左写真）









             きちんと訳せ、書けるようにするプリント



                                                    
                  

[image: ]
    




           これらも、このように、半分に折り曲げながら、



            訳す勉強、書く勉強が出来る。

 

 [image: ]　

　
　　[image: ]






         だいぶ捨ててしまったので、あと少ししか紹介できないが



       とにかく、



        沢山のテキストをドンと目の前に置くことはやめた。



    


           効率のいいプリントを作るには、



               私自身が、しっかりと勉強しなくてはならなかったし、



            大変な作業ではあったが



              大好きな英語。



              書くことも好きだったから、楽しくもあった




         何より、幼い頃は「脳に障害が出るかも」と言われた子が、



         何事もなく、こうして勉強している・・・




        そのことへの感謝の気持ちが、



        私のパワーになったのかもしれない。
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         　これらも、文法問題など大事なものばかりを



               集めて問題にしたもの。



                       （原本なので汚いが、コピーすれば）



     [image: ]


　　[image: ]




   






            準２級になると、単語を書けることよりも、



            しっかり読めて、意味が分かればというものも増えてくる。



           それくらい、レベルが高く、スペルの長い単語が多くなってくるのだ



            勿論、出来るだけ書けるように、



            日本語の意味だけを書いたプリントも作った




　　　　[image: ]


　　　　[image: ]


        


 

     




  

     



                         こういうプリントも作った




            [image: ]




                  アクセントの勉強も同時に出来るよう、



                  意味を書かせる時には、



            必ず、単語を声に出して読ませた




                 難しいものには、アクセント記号をつけてあげた。





                  とにかく、正しい発音で読んで欲しかったからだ。







     「どこにアクセントがくるか」という問題も同時に出来る



      『一石二鳥』勉強法だ






           [image: ]   




                     このように、折り曲げることで、
 




                   英単語を書く勉強、意味を書く勉強が出来、



                   答えもスグに分かるのだ。




 





             これらは、ほんの、ほんの一部



                 とにかく、コピーして解かせ、



                 必要あらば作り替えてコピーし解かせ・・・・・



                 コツコツ、じっくりやった。



   




               　こうして、息子は、中３で準２級を獲得した






  　　　しかし！ すぐに２級の勉強にはいかず



  　　　間違えたところを中心にシッカリ復習




       『急がば回れ』作戦を貫いた







           この作戦は大成功だった




      なぜなら、２級の勉強はさほど大変でなくなったからだ。






           そして・・・・



                高１最初の試験で、



        　    彼は２級をゲットしたのでした












    大学受験に向けて10
    

       ここで、

　 　  中学に入って仲良しになった

        息子の、あるお友達について書こう。






         その子は、大変優秀で、母親も教育熱心。




        中間テスト、期末テストが終わる度に、


 


            成績ベスト１０が廊下に貼り出されるのだが、



            その子は、いつも名前が載っている




      「我が息子は？」というと・・・・・



  　　    名前が載ったことなど、一度もナシ




  


               それでも、全く気にならなかった。




                なぜなら



               その順位は、音楽も美術も体育も入った



                 全教科の点数でつけられていたからだ。




                ベスト１０に入らなくても、息子は、



                数学は上位、英語はいつも１番か２番だった





                それで充分だと思った。



                夫も同じ考えだった。



    

ある日



         「お友達は順位が下がると母親に叱られるんだって」



  　        と息子から聞いた。




             美大や体育大を目指すのならいざ知らず、



             どうして彼の母親は順位にこだわったのか・・



             我が子にオールマイティを望んでいたのか・・





            オールマイティ、文武両道は素晴らしいことではあるが、



            それを求めるのは、どうだろうか







    「果たして、自分がそうだったか？」とはるか昔を思い出すことも



    親には大切なことのように思う。




     

   この頃、私が息子に言ったことは、


 



           将来、頭で稼ぐのか、体で稼ぐのか、



           自分で考えて、自分で決めなさい




                   ということだった。





       思春期の頃こそ、



          くどくど言わない方がいいかもしれません。




        


        小学校低学年までに、



           愛情を注ぎ、しつけをしっかりやっておけば、



          反抗期も、すんなり穏やかに過ぎ去り、

        親の言うことに耳を貸すように思います。











         さあ、英検２級も受かったし、



             いよいよ、本格的受験勉強が始まります！！！
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       しかし!    ここで悩みが




           それは、  塾に通わせるかどうか


 



        ということ。




        私立とはいえ、高校になると、塾に通う子が多くなるのだ






                さあ、我が家はどうするか






     悩んだ　　　本当に悩んだ





     学校から帰宅後、電車に乗って塾に行き夜遅くに帰宅する



     帰りに、友人とコンビニなどに寄って



     偏った食事をすることも増えるだろう。




                        そんな生活をさせたくなかった。




    「家で、あったかい夕食をとり、



      食後はゴロンと横にもなりたいだろう。



      テレビを観たり、気晴らしもしたいだろう」





        私だったら、そう思ったに違いないし、



        現に、塾通いなどしたことがない。




       でも・・・・息子は男の子だし、



        今の時代、そんな訳にもいかないのだろうか・・・？





                                    考えに考えた










     そして・・・塾には通わせないことに決めた。






       なぜなら




    もし、塾に行くことで、いい大学に受かるのだとしたら・・・




     塾や予備校が沢山ある都会の子ほど有利




            ということになる。




      しかし、塾などが少ない地方や田舎からだって



     たくさんの子が、有名校に合格している





                      それは何故なのか・・・・・




        間違いなく、本人にやる気があり、努力したからだ。






          そして、それこそが一番大切なのだ



    

 塾が用意するものだけをやる　という本人の受け身的態度

      塾や学校まかせの親の態度




               は、かえって実力アップにならないのではないか？






   


       息子も、




   　　     「夕飯は家で食べたいし、


 　　       塾への往復時間がかえって もったいない」





 　　　     と言った。







       親子の意見は一致した





 


         そして、まずやったことは




    　　        親子３人で駿台予備校へ




   　　　    テキストを買うためだ




                 駿台でつかっているテキストを全て買い込んだ





      英語のテキストに関しては、



              私用に全てコピーした。




  




        そうして、これらテキストと私手作りのプリントで



        二人の勉強がスタートしたのだった
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    英語に関しては
 
    なんと言っても、単語力をつけなくてはならない






       ここまでくると、



            しっかり書けるところまでやるべき単語



                                                    と



          ちゃんと読めて意味がわかればよい単語




                に分けることが出来るし、



                その方が、時間を有効に使った要領のいい勉強が出来る




                 と思った。





        そのために様々なプリントを作ることになるのだが、



         私が、利用したのは





                          東進ハイスクールの単語帳






           受験で出題され易い単語から並べてある、



          いわゆる 『でる単』  だ





            どこの塾や予備校でも、こういった『でる単』　は出しているので、



          自分が気に入ったものでいいと思う。





         自分の復習も含めてこれをよく見てみると、




             フォニックス や中学３年間で徹底的に身に付けた基礎力で





          [読むことさえ出来れば、容易に意味のわかる単語]




   　          が 結構あることに気がついた







                         それをまとめたのがこれだ


   [image: ]


    [image: ]






     

     

例えば、




           data デイタと読めれば　　　データ・資料　　という意味だとわかる




         このように




        sign   サインと読めれば　　　サイン・合図　　



               liquid    リキッドゥと読めれば　　　液体



          receipt     レシートゥと読めれば　 　領収書



          jewelry        ジュウェリーと読めれば　　 宝石



             commercial   コマーシャルと読めれば　　　商業の




                     といった具合だ。






      また、今までの英語知識から、



          [連想して覚えられる単語]もかなりあることに気付いた





     例えば、




              housewife    　house（家）　＋　wife(妻）　　　主婦



             halfway  　half（半分）　＋　way（道）　　　　途中で



             everywhere   every（すべて） ＋  where（どこ・場所）　 　　  



         どこでも





             といった具合だ。






         日本語にもなっているこれらは、



  　     読めるようにさえすればもう改めて勉強する必要はなくなるのだ。



 　     つまり、これだけでも勉強する単語が減るわけだ






        それらを省いて作った単語のプリントは、



        のちにご紹介するとして、





           覚えておいた方がいい決まり文句などは、



               このように表にして、トイレなどに貼った


              

[image: ]


           





  



   


       　 少し、話はズレるが、



    　　    息子や生徒に英語を教えていて感じたことは




   　　 今の子は、すぐに電子辞書を使いたがることだった。




    やはり、出来るなら、いや絶対に辞書を引いて欲しい



         と思う。





         辞書をひいて、線をひいたり例文や他の意味をみることは



          とても大切だ




         そして徐々にボロくなっていく辞書に愛着も湧いてきて



         単語をひくことが楽しくなるのだ





          最初は「え～？」という顔をしていた生徒も、



           私の辞書を見ると、みんな触りたがった






                                       その辞書がコレ




            [image: ]




       中学からず～っと手離せなかった辞書



        息子などは、自分の辞書でなく、この辞書をひきたがった




        そして、どの子も辞書をひくようになった。



        「先生みたいにボロボロにしたい」という子も出てきた。






        便利な世の中だけど、



     辞書や本には、それにしかない良さと魅力があります。






    　　　  お子さんの辞書がきれいなままだったら、



                是非、辞書をひくことの楽しさを教えてあげて下さい。






        　必ずや、英語力もアップするでしょう。
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           私が利用した単語テキストは、


                   

[image: ]


       




                 このように、



          最高頻出単語



          高頻出単語



         頻出単語



         難関大対策単語




                   と分けられていた。





          これらをもとに、


[image: ]


 [image: ]


     




                  こうして、テストに作り代え、



               　    コピーして何度も何度もやらせた







           そのうち「絶対に覚えた」というものは省いた。






                        こんな風に作り変えて  


                  

[image: ]


     



                



  要領のいい、時間を有効に使う勉強法



                 を目指した






             更には




   [image: ]




                   このようなカードを作り、



                      カルタとりのようにして覚えさせたりもした。


   

これも、「完璧に覚えたな」と思うカードは減らしていくので、

   

だんだん減っていくカードに本人のモチベーションが上がった





               それにしても・・・・・某大な量だ！！！





   


        毎日、問題集を使って必ずやる長文読解と



        文法問題の勉強もある。





       他の教科の勉強もしなくてはいけない。





       単語ばかりにかかっていられないのだ





       しかし、少しでも多くの単語を覚えねば・・・・・







                                  焦りを感じた








           が、ひらめいたのだ！！





       息子がストレスを感じず、時間を有効に使う、




           別の単語勉強法が！！
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     それは、




       一つのテキストだけを過信するのも良くないので、



       学校の行き帰りなど、普段持ち歩く『でる単』を、


 


       別に購入する、ということ。





                                                    それが、これ



     [image: ]  [image: ]      




                 赤いシートを置くと、



                 単語の意味や、文の訳が、隠れるというもの。




          さらに、単語の前についている□を、うまく利用させた。




              だいぶ覚えたら、その□の半分を斜め三角に塗り、



            完璧になったら塗りつぶす■というもの。




             他にも、息子なりに印を付けたりして手離さなかった。


　　　　[image: ]


        



 


               学校の行き帰り、電車とバスの中では

        必ず、この単語帳を勉強するように言った。






        とは言え、  『ガリ勉』とイジメられるか気になった私は、




           「そんなことを言うヤツとの付き合いも卒業まで。



            生涯、付き合うわけでないのだから、



            自分の夢を優先しなさい！」





      　     と言った。







        が、イジメられることもなく、



         学校のテストが迫ると「どこが出題されるか」と



        友人たちに聞かれるまでになっていた。






     さあ更に単語力アップのために、



           私がひらめいた必殺技のご紹介






             ひらめきのキッカケは、



                               息子のお風呂好き




                 ぬるい湯船に何分でも浸かっている・・・・





       「その時間を使おう！」と思ったのだ







                 そして作ったのが・・・




     なかなか覚えられない単語やアクセントが大事なスペルの長い単語



   　  を書いた、プラスチックのシート。





      残念ながら、最初の頃に作ったシートは捨ててしまったが、





                               その後に作ったのがこれ



   [image: ]　

　　
　[image: ]








           単語が組み合わさって出来る、重要な短文などをまとめたもの。





       裏にも書けるから、相当量勉強出来る



       アクセントが大事な単語にはアクセント記号も付け、



       声を出して読んで覚えるようにと言った。







           毎晩、お風呂場から、息子の単語を読む声が聞こえたものだ




   


      毎晩、最低１０分は湯船につかり勉強していたので、




            １０分×３６５日＝３６５０分




   　　　　  １年で、６時間以上、単語勉強出来たことになる。




  



       　　中２あたりから始めたから、



       　　　高３までの５年間で、


     　　　  ３０時間以上勉強出来たことになる





                 まさに『ちりも積もれば』だ！！！







     　　    マジックは、油性だし、



           　　　 プラスチックの板は、濡れても拭きとれば






         　 作るのは大変だったが、　



           　  机に向かって勉強するよりストレスがたまらない様子の息子を見ると、

           　頑張って作れるのだった





     [image: ]
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     、



      このように、『お風呂作戦』を使ったのは、



    　他にも、長文読解・文法問題　と



      やらなければならないことが沢山あって



     少しでも時間を有効活用したかったからだ。





             更に、ご紹介するのは、




                           熟語のプリント




                やはり、東進ゼミナールのテキストをコピーし、



                  私なりに作り変えた


           [image: ]

  





             まず、この重要熟語が入った文章を、



             徹底的に勉強。





          熟語だけを、カードに書いたりして



            覚えている人がいますが、



            私は、それはお勧めしません



          一つの文章としてシッカリ勉強した方がいいと思います。



           ミスを防ぐことも出来ます。




        


           


        その方が、文章読解の練習にもなるのです




[image: ]



          


         

しっかり勉強したら、



          今度は、　のようなプリントに作り変え、



                                訳す訓練





        これで、重要熟語にパッと目がいくようになるので、



        他の文章でも「熟語がはいった文章だ」



        と、自然にわかるようになるのです。






[image: ]    




     


             しっかり訓練していくと、



            このようにズバリ熟語だけを隠した文章にも



             正しい熟語を入れられるようになります








      [image: ]    





            Q「どこにアクセントがくるか？」




          　    という問題で出題されやすい単語も、



          　    このようなプリントにまとめ、



         　　    コピーして解かせました







     [image: ]       




            　　これらは、駿台予備校の



     　　         文法問題テキストを、私用にコピーしたもの。



      　　　　　　     （あとで、もう一冊買えば良かった、と思ったのですが）




     　　　     私用は、裏がまだ使える紙を使用（setsuyakuzukiですから）





         




           ここから、更に、しんどく、根気のいる



             親子２人の勉強が始まるのでした・・・・・
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      地道な、正直、ツライ勉強を何度もやった後は、

   

私が「完全にマスターしたな」と判断したものは飛ばしていく方法をとり、



      最後は、「解けないものはない」というところまでやりました。




     




      そして



          勉強していくうちに



          私は、あることに気づきました！！！



         それは・・・・


   




           文法項目にかかわらず、



           問題に使われやすい動詞や前置詞がある



  　　　    ということ！！！







       「それらを綺麗にまとめたら、


        頭の整理がつくのではないか？」





   　　　　　そう思って作り直したものをご紹介します。








               　多義語の問題をまとめたもの




   [image: ]    










        go  take   set  come   help   give   askなどの動詞



         as   against   with   in   forなどの前置詞



           　   が絡んだ問題をまとめたもの

    

[image: ]
     [image: ]   
     [image: ]
     [image: ]


           




               これは、頭の整理にはもってこいでしたし、




          受験問題の特徴というものがわかった気がしました。
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        他にも、テキストを参考に

        色々作ったプリントたち。



    

      [image: ]


       [image: ]  


     [image: ]


        



     






         単語と文法、長文読解を並行してやってきて、



             気づいたら、大概の文章は読解出来るようになっていた






           早稲田の受験英語の過去問題も、



              確かめをする時間を余すことが出来るほどに





                   しかし！油断大敵！！





            本屋さんで「何かいいものは・・・」



             と探したけれど、どれも息子には簡単そうなものばかり。





             やっと見つけたのが、この問題集




     [image: ] 　



        [image: ]





                     これが・・・・・難しい




           「なんでこんなのを買っちゃったんだろう」と後悔





               もう、私にはお手上げだった




              ところが、息子の方は、そこそこ解けていく・・・







        「もう、私が教えることは無くなった」




                    と思った瞬間だった。





        高２で、息子は私を追い越してしまった。




        嬉しくもあり何だか寂しい瞬間だった。






    こうやって



    　　 早稲田をはじめとする他校の過去問題が余裕で解けるようになっても、



    　 油断することなく頑張ったことが



    　　早稲田に合格する一つの要因にもなったのだと思う。






     なぜなら




        早稲田の英語の問題内容が



        ガラリと変わったからだ






      ウソのように難しくなっていたのだ！！





     受験から帰るなり、息子は言った。



        「過去問題のように確かめをする時間など残らな   



             かった」と。






        のちに聞いたことであるが、



              「早大生は、英語に弱い」という



                世間の評判を払拭すべく、



                早稲田は息子が受験したその年から



                 問題を難しくしたのだと言う。






     　  それを聞いた時、




                        「 報われた 」





         という気がして胸がいっぱいになったことは、



         今も忘れられない
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        このように、

       英語に関しては、何とか２人で頑張れたものの、

　     他の教科については、英語以上に不安なものがあった。

　　  「塾には通わせない！」と決めたものの、


        数学も難しくなってきたし、私には教えられないし・・・・




    「塾に行かず、家庭教師でもなく、



   　 疑問に答えてくれるところはないだろうか？」




 　        なんて都合のいいことを思ったが、



           そんなところなどある訳がない





 


       どこで調べてくるのか、



       高校生になるやいなや、



      「家庭教師つけませんか？」という電話や



       教材を売りつけようとする電話もあったが、




 　    悪いと思いながら、つっけんどんに電話を切ったこともあるほど、

       いまひとつ信じることが出来なかった。




   　ある日・・・・・また電話が鳴った



       　 やはり・・・教材関係の会社だ







                          ところが！！






   　  あの芸能人ではないが（笑）



  　 何かピピッときた






    　　　　相変わらず直感型の私







       じっくり話を聞いてしまった





                  「これはいい！！」と思った。




          

   数日後、担当の人がうちに来て・・・





                      買うことにした






             内容がすごく良かったのと、




            　何より！！！





           問題を解いて、ファックスで送ると、



          丁寧に採点したものが、スグに返ってくる。





 　       その採点と解説を見ても納得いかないものは、



          もう一度ファックスで質問状を送ると



          その日のうちに、更に丁寧に説明したものが返って


      くるのだ




          夜遅くても返してくれる





 
　 自分がやる気と集中力がある時にプリントを解き、

   質問したい時に質問できるのだ！！！






             数学と英語と国語をやってみることにした。




                  この時はまだ、理系を受験するのか文系を受験するのか



                  ハッキリ決まっていなかったからだ。






       とにかく



          教材も教え方もとても良かったこの会社には今でも感謝している





           今もあるかどうかは分からないが・・・・




   　     お教えしましょう！！！





               　          ハイパー・サポート・センタ





                の教材です！！　   




  
 

    [image: ]     






           息子には「早稲田に行きたい！！」



                という強い思いがあったので、



                真面目に、この教材をこなしていくのでした・・・



 




                                   ところが




          高２に入り、私は彼から思いもしなかったことを
    




          聞かされることになるのです・・・
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       それは、



           「国立大学も受ける」




      ということ。







        ぎぇーーーーーーーーー！！！！





        なんでーーーーーーーーー！？




   


         聞いてないぞーーーーーー！！！






      　　 という気分だった







     　そして・・・・・




                   一生懸命、説得した。




                「お金はなんとかなるし、



                   私立なら、勉強も３教科でいいから、



                     私立一本にしていいんだよ。」



                    と。





        夫も、



            「お父さんもお母さんも私立なんだし、無理するな。」



         　  と説得した。






       　   この頃には、



          　   「理系を受ける」



              　と気持ちが固まっていたし、



           　  それなら、苦手な国語の勉強をしなくていいし



         　    「このまま頑張れば、ソコソコのところに受かるだろう



  　　　　　  　あとは健康管理だ」



  　　　　　　      と、少し、気持ちが楽になっていたのに・・・・






   　  何てことを言い出すんだろうか？？






              推薦で大学に行く子なんて年内に決まり、



              楽しいお正月を迎えるというのに・・・






            国立も私立も受けることになったら・・・・・




                 １月から３月まで、



                  気の抜けない生活をしなくてはいけなくなる・・・






  
 

　そんなの嫌だーーーーーーー！！！




    　　　   と私は泣きそうだった。




  



  


    　　本当に、こんなことを言ってくるなんて



    　　考えてもみなかった。





  　　    しかし・・・




     　　　 『てこでも動かない』とはこのことだ




        　　　私は・・・・・説得を諦めた





             彼の頑固さは、私のＤＮＡだ





                 これ以上言ってもムダだと思った。






            嫌なところが似てしまった・・・・・





 

　　 　 そんな、親をパニックにさせるようなことを



        　　平然と言っておきながら、



              息子は、更に言った



  


       「理科と社会がいまいち自信が無い」





                と。






          はあ～～～～～～～～～～！？



   


          どうするんだ～～～～～～～！？




          もう高２だぞ～～～～～～～～！？





     


                      高２でまたひと波乱起きるとは・・・・
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      無謀としか言いようがない




      「トライ精神がある」と無理して思っても、



                     現実は厳しい！



           もう高２なのだ！！！！






           思いつくのは・・・Ｚ会しかなかった。



              そのＺ会すら、高２からやらせてくれるか分からない
  





             「自分で決めたんだから自分で電話しなさい！」



                と言った。




                息子は「わかった」と神妙な面持ちで電話した。







              が、電話を切るなり



             「やらせてくれるって！」と嬉しそうな顔





             少しホッとしたが、



            「今から始めて、高得点なんて取れる訳がない」



              と分かっていたから、






             添削が返ってきても、



                     一切見なかった







            息子も絶対に見せなかった。




             相当悪かったようだ（今だにどの程度悪かったかは知らない）






           そんな息子に夫は言った。



              「Ｚ会で高得点を取るのはスゴク難しい。



                大切なのは、しっかり復讐して



              本番で点が取れるようにすることだ」





        この言葉が息子にやる気を起こさせたのは間違いない。






          私も

      「そうだよ！　要は、本番で点が取れるかなんだから」



            とだけ言い、彼を信じて見守った。
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         息子はいつも、クラシックの音楽をかけながら





         勉強していた。




             




              教科によっては、英語の曲をかけていたが、



                 「その方が、はかどる」と言っていた。





              だが、彼いわく、



                  日本語のラジオや音楽はダメだそうだ。




                           私もそう思う。





        彼が、勉強している時、



             出来るだけ静かにするということも無かった




           



           どんな状況でも実力発揮できる



           集中力と精神力を身につけて欲しかったからだ。









         ある日のこと。




          　すぐ近くで、何やら工事が始まった




         　 さすがにウルサかった



    


             突然、息子は



            「 うるさいよ！」と言って部屋から出てきた。





              確かにウルサイのだが・・・私は、またまた



         


                チャーンス！！！！




              と思った。そして言った。






         「  こんな時こそ、受験と思って



          大学の過去問などを時間を計ってやりなさい！




          受験の時、近くに居る子が



          やたら、鼻をかむかも知れない



          貧乏ゆすりをするかも知れない



          こちらが焦るほど鉛筆をカリカリやるかも知れない



           ブツブツ小声で問題を読むかも知れない





       どんな状況でも、イライラせず問題を解くいいチャン


    スだ！」




        　と。





               これに納得した彼は、



               時間を計って、過去問をやり始めた。






    


    　　　　　　   これも、いい訓練になったと思っています






 


     　受験生だからと言って、



         　　　 『 腫れもの』にさわるように気をつかうのは



          　　　かえって、逆効果でしょう
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         センター試験の日





     


          「風邪をひかずに、この日を迎えられた」




                                    その思いだけだった。







       ここまできたら、



       本人の集中力と精神力が勝負のカギを握る




        のは勿論だが、




     私は受験には『自信』こそ大切だと思った。




     




       「日本中の受験生の中でもアナタは上位に入る程勉強した



          お母さんが保証する！！！



          だから自信を持って、落ち着いてやってきなさい」





                    言えるのはそれだけだった。





       自分がやってきたことに自信があれば、



         不安になって答えを書き換えたりはしない



   


     空振り三振するつもりでやるはずだ！！







    


 


         試験も無事済んで・・・・・






      　　答え合わせをすると・・・・・






               信じられないほどの高得点！！





                 ウソみたいだった




     


             



          我が子ながら、「本当に本番に強いヤツだ」


 


 


           と思った。






    


       その後、センター試験の成績だけで、




            中央大学・明治大学の合格が確定した！





                  これで、精神的に少し楽になった






         その後、東京理科大学などを受験






      


    いよいよ、早稲田大学の受験日が近付いてきた・・・
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        早稲田大学受験日






                     いよいよ迎えたこの日


 




            この日だけは、夫は仕事を休んで



               息子に付いて行った





             なぜなら




          早稲田受験には、本当に沢山の人が



           全国から集まる
 




         そのため、高田馬場駅は



          受験生と付き添いの父兄たちで



          満員電車のようにごったがえし



          それだけで空気に飲まれて緊張し、



          冷静でいられなくなることを知っていたからだ





            そして



                息子が、私に似て『方向オンチ』であることも







       息子を試験会場に送り届けて家に戻った夫が言った。




              「付いてって良かったよ。



                人が多すぎたし、試験会場が分かりにくくて



                付いて行かなかったら、アイツ迷子になってたな」




                と。






                          とりあえずはホッとした。






                             ただ、祈るのみ





                                                   





         試験から戻った息子が言った。




              「数学の問題を見た瞬間、



                   「これはイケるかも」と思った」　　と。





           しかし！





    　　　  「その後の、英語の問題を見て驚いた」　とも。






         以前の記事でも書いたが、



            この年の英語は、過去問とは全く違っていたらしい




            「時間がギリギリで、確かめる時間が無かったよ」



            と言っていた。




            「過去問が出来ると安心していた予備校生は、



               かなりビックリしたと思うよ」　　とも。







       実際、息子の年は、



           浪人生より現役合格者の方が多かったようだ。






            ともかくも、あとは、結果を待つのみ








       普通なら、これで受験も終わるところだが・・・・・

  





  どこの国立大学を受験するか決めなくてはならない!!





                そのための親子会議で、



              またもやモメるのであった・・・
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          なぜなら、３人で

       「どこの国立大学を受けるか？」

               

と話し合った時のこと。







       センター試験がこんなに高得点とは思ってもいなかったので、




       正直、ほとんど国立については調べてなかった。




    


         私としては・・・・・



              ここまできたら、東大に挑戦させたくなった。





        しかし・・・夫と息子は




              「東大はやめよう」と言う。




             「早稲田が合格してると分かってるなら挑戦するが・・・」と。







          そうなのだ！




       国立大学申し込みの締め切りは、



       早稲田と慶応の合格発表の２・３日前なのだ






          ワザととしか思えない！！！！



   


                              なぜ？？？？





         早稲田に受かってる、と信じて東大に挑戦するか？




                                 どうする






         まるで受験はギャンブルだ！




                                                     と思った。







        この時すでに、上智と東京理科大の合格ももらっていたが、



            息子としては、



            早稲田がダメなら国立に行こうと思っているフシがあった。




             だから、確実に受かるところにしたかったのだろう。






     そこで、京都大学に決めた




         が、・・・・受けれない！！！




         京大の受験科目に、



         息子が選択する『政治経済』が無いのだ！！



         社会科は、地理と歴史のみ。






                          さあ！困った！！！






        少し考えたあと、




             夫と息子が「東北大学にしよう！」と言い出した！






                             私は、猛反対！！！





          理由は・・・・





                      そう、私の直感！！！





           東北大学に行けば



           そのまま、東北で就職する可能性もありうる・・・




            私は、どうにも嫌な予感がしてならず、



            声を荒げ、泣きながら反対した





            夫も息子もビックリしていた。　






               担任と一生懸命説得しても



              「 すべり止めの大学なんて受けない！



                  そこしか受からなかったら一浪する！」



              という息子の意思を結局は尊重したし、



               出来るだけ、私の考えは押しつけないできたつもりだった。





     　その私が、泣きながら反対するものだから、



      　夫も息子も意外なほど素直に従ってくれた。








    　信じてもらえるかどうかわからないが・・・・・



  　　　   『地震』の二文字が頭から離れなかったのだ






            だから、今回の東北地震を見て
   

   


  　　　　  夫は、「もし、息子が東北大学を卒業し、



   　　　   そのまま東北に残っていたら・・・もしかしてってこともあったかもな」



  　　　       　と 言った。






                  余談になってしまったが・・・






    　　結局、じっくり話し合って



 　         某国立大学に決めた


                      （ 結局、そこは蹴ったことになるので名前は言えませんがお許しを)







             その国立大学の願書を出した数日後







                     早稲田大学合格








           それでも、国立大学も受け・・・



            合格通知をもらい・・・・







                 長い長い、受験勉強は終わった・・・・・













    早稲田に受かってしまった
        


              早稲田大学合格発表の日





            合格を知ったのは、午前１０時頃だったろうか




            今だから言えるが
   




            待ちきれず、職場でネット合格発表を見た夫からの電話で、



               だった。






         「合格してるよ！！！！！」




         「ふぅ～ん」




          「嬉しくないのか？」




          「嬉しいけど・・・じゃ」






          こんなそっけない反応をする母親っているだろうか？



          と、今さらながらに思う。






               でも、私には合否など問題でなかったのだ







      実は・・・・・・




     　 　　授業で大嫌いな水泳があろうと、



     　　それを我慢しても行きたい中学校が息子にはあった。




           それは・・・・



               早稲田大学付属の某中学校






       『わせだ』の『わ』の字も言ったことのなかった私には



       「どうして、早稲田にこだわるのか」分からなかった。


          （のちに、早稲田卒で会社をたち上げた義父（彼にとってはおじいちゃん）


              への憧れがあったのだ、とわかった）




  




       そのことを塾長先生（息子の算数担当）に告げると・・・





 


            「今の成績では無理だから、諦めた方がいい」




              と言われてしまった






        国語が苦手だったし、



        小学校では、３月生まれのハンディを何度も感じていた私は



        納得せざるを得なかった。






            しかし！！




               塾長先生は、その後こう言ったのです




          「焦ることはないですよ。



                 あの子なら、大学で早稲田に受かりますよ」



                  と。






       まっすぐ私の目を見ながら話すその先生の言葉と表情は



       単なる慰めには思えなかった。



       自信たっぷりに言う、このベテラン先生の言葉が、



        この後、何度も私の心の支えになった。





        問題は・・・・




                このことを息子に伝えなくてはならないこと






           家に帰り、早稲田付属の中学受験は諦めるように告げると・・・・






        息子は下を向き、




        声も出さず、




         大粒の涙を、




          ポタポタと、




           何個も何個も落とした。




     






             そんな息子を見て私は心に誓った！





      「中学では英語力をつけ、出来る限りのことをして、



         早稲田大学を受験させよう！！



         人に『過保護』と言われようが、



         私たち夫婦のどちらかが付き添って



          必ずや、早稲田大学の受験会場に送り届ける！



           絶対に受けさせる！！！」





                      それが、私の一番の目標だった。








       正直、



            辛くて投げ出したくなることが何度もあった



             ２人での英語の勉強。




             盆も正月もなく続けられたのは・・・・




            あの時の、息子の大粒の涙



             両手でその涙をぬぐい必死で耐えていた息子の姿






         それを思い出す度に



        「必ず受けさせる！！！」



         バ ッターボックスに立たなければ、



         空振り三振すら出来ない



         ベンチに座ったままで終わらせるものか！！！」





            そう思った。







   　　　　それなのに・・・




 　　　　　　 息子は、バッターボックスに立つどころか、

　　       ホームランを打ってくれた




 


 　　　　　　　　　　　　とてもとても感謝している






         だけど、


   


                大学受験は、人生の通過点。



                ホームベースは遥か遠くにある。




                ファーストベース、セカンドベース・・と



                  しっかり踏みしめて回って欲しい。





                          と思っている・・・・・・





       


                                       終わり
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